
『
医
心
方
』
成
立
（
九
八
四
）
か
ら
一
世
紀
以
上
が
経
過
し
た
と
い
う
の
に
、
そ
の
間
、
医
学
研
究
は
低
迷
に
陥
り
、
新
し
い
医
書
の
編
蟇

著
述
活
動
は
一
切
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
唐
医
学
の
集
約
で
あ
る
「
医
心
方
」
の
完
成
度
が
あ
ま
り
に
も
高
く
、
そ
れ
を
凌
ぐ
必
要
性

も
す
べ
も
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
十
一
世
紀
の
医
学
進
歩
の
沈
滞
は
、
一
五
○
○
年
に
わ
た
る
日
本
医
学
文
化

史
上
、
最
低
の
時
期
で
あ
っ
た
。
大
き
な
要
因
は
、
唐
未
・
五
代
か
ら
北
宋
初
に
か
け
て
の
中
国
医
学
文
化
の
荒
廃
に
あ
る
。

こ
の
状
況
を
打
破
し
、
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
の
は
、
宋
に
お
け
る
医
薬
書
出
版
文
化
の
開
花
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
日
本
の
医
学
文
化
は
こ

れ
を
享
受
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
び
活
性
化
し
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
新
た
な
医
学
文
化
興
隆
を
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
過
程
は
換
言

す
れ
ば
「
（
唐
抄
本
に
基
づ
く
）
巻
子
写
本
か
ら
宋
元
版
へ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
近
世
ま
で
の
日
本
伝
統
医
学
文
化
の
創
作
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
中
国
由
来
の
医
薬
書
を
道
具
と
し
て
な
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
本
論
で
は
中
世
日
本
に
お
い
て
、
い
か
な
る
経
緯
で

そ
の
道
具
を
導
入
し
、
日
本
伝
統
医
学
文
化
を
築
い
て
い
つ
た
か
の
あ
ら
す
じ
を
考
究
す
る
。

緒

三三

にゴ

巻
子
写
本
か
ら
宋
元
版
へ
ｌ
中
世
日
本
に
お
け
る
中
国
医
書
受
容
の
様
相

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
四
巻
第
四
号

平
成
十
年
十
二
月
二
十
日
発
行小

曽
戸
洋

平
成
十
年
三
月
二
十
日
受
付

平
成
十
年
九
月
二
十
一
日
受
理
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紀
元
以
前
、
中
国
で
は
甲
骨
か
ら
金
石
、
そ
し
て
木
竹
簡
や
帛
を
素
材
に
文
字
（
害
）
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
西
暦
一
○
五
年
に
察
倫
が
紙

を
発
明
し
（
実
は
一
世
紀
後
半
に
始
ま
る
ら
し
い
）
、
今
日
の
紙
主
体
の
文
字
文
明
へ
と
至
っ
た
。

日
本
へ
の
漢
字
伝
来
は
む
ろ
ん
金
石
文
字
が
初
め
で
あ
る
が
、
五
～
六
世
紀
、
書
物
と
い
え
る
も
の
の
伝
来
は
、
中
国
の
よ
う
に
木
竹
簡

や
帛
書
の
時
期
を
経
る
こ
と
な
く
、
一
挙
に
紙
に
墨
を
も
っ
て
記
さ
れ
た
巻
子
写
本
の
形
態
に
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
い
青

銅
器
時
代
を
経
る
こ
と
な
く
一
気
に
稲
作
・
鉄
器
併
用
の
弥
生
文
化
が
渡
来
し
た
の
と
似
て
い
る
。
日
本
古
代
に
お
け
る
木
簡
の
用
途
は
書

物
の
素
材
と
は
い
い
が
た
い
。
大
宝
律
令
（
七
○
一
）
医
疾
令
に
指
定
さ
れ
た
医
学
教
科
書
が
紙
製
の
巻
子
写
本
の
形
態
で
渡
来
し
、
和
製
紙

（
和
紙
）
に
転
写
さ
れ
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
・

印
刷
の
起
源
は
印
章
の
押
捺
で
あ
る
と
か
、
金
石
の
拓
本
で
あ
る
と
か
い
わ
れ
る
。
中
国
で
は
早
く
か
ら
典
籍
の
標
準
テ
キ
ス
ト
を
公
示

す
る
た
め
に
、
政
府
の
文
教
機
関
に
そ
の
石
刻
碑
が
建
立
さ
れ
、
複
写
を
撮
る
た
め
に
拓
本
技
法
が
開
発
さ
れ
た
。
こ
れ
も
紙
が
存
在
し
て

こ
そ
の
技
術
で
あ
り
、
表
裏
・
陰
刻
陽
刻
逆
転
の
差
こ
そ
あ
れ
、
広
義
に
は
印
刷
の
範
晴
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
印
刷
品
の
現
存
最
古
の
遺
品
は
、
日
本
法
隆
寺
の
百
万
塔
陀
羅
尼
（
七
六
四
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
書
物
と
い
う
ほ
ど
の
も
の
で

は
な
く
、
さ
す
れ
ば
敦
煙
本
の
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
」
（
八
六
八
）
が
唐
代
有
刊
記
最
古
本
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
書
物
（
典
籍
）
の
印
刷
は
唐

代
（
中
唐
以
降
）
に
始
ま
っ
た
。
日
本
で
は
平
安
時
代
前
期
に
相
当
す
る
。

五
代
を
経
て
宋
代
に
入
る
と
印
刷
技
法
そ
し
て
出
版
流
通
機
構
は
飛
躍
的
に
進
展
し
た
。
す
な
わ
ち
中
央
・
地
方
に
お
い
て
、
官
刻
本
・

坊
刻
本
（
家
刻
本
）
が
さ
か
ん
に
印
刷
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

印
刷
の
起
源
と
発
展

紀
元
以
前
、
中
国
で
は
甲
骨
か
ら
金
石
、
そ
し
て
木
竹
簡
や
帛
を
素
材
に
文
字
（
害
）
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
西
暦
一

を
発
明
し
（
実
は
一
世
紀
後
半
に
始
ま
る
ら
し
い
）
、
今
日
の
紙
主
体
の
文
字
文
明
へ
と
至
っ
た
。

日
本
へ
の
漢
字
伝
来
は
む
ろ
ん
金
石
文
字
が
初
め
で
あ
る
が
、
五
～
六
世
紀
、
書
物
と
い
え
る
も
の
の
伝
来
は
、
市

一
、
宋
の
医
書
出
版
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『
附
侭
新
詳
定
本
唯
」
二
○
巻
（
九
七
三
）

建
国
間
も
な
い
開
宝
六
年
（
九
七
三
）
、
『
開
宝
新
詳
定
本
草
』
が
国
子
監
に
て
刊
行
さ
れ
た
。
北
宋
初
の
印
刷
医
書
が
本
草
書
で
あ
っ
た
こ

と
は
注
目
に
値
す
る
。
薬
材
の
供
給
と
鑑
別
選
定
が
医
療
の
基
本
的
作
業
と
認
識
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
い
く
ら
医
方
言
が
普
及
し
て
も
、

薬
材
の
供
給
と
真
贋
が
な
い
が
し
ろ
で
は
は
じ
ま
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
書
刊
行
の
事
実
は
「
補
注
所
引
吉
伝
」
（
証
類
本
皇
引
）
に
「
：
．
…

（
？
》
）

翰
林
学
士
盧
多
遜
等
刊
定
凡
二
十
巻
、
御
製
序
、
鍵
板
子
国
子
監
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
う
か
が
え
る
。

「
開
宝
重
定
本
草
』
二
○
巻
目
録
一
巻
（
九
七
四
）

「
開
宝
菫
定
序
」
（
「
証
類
本
草
』
引
）
に
「
：
…
・
采
衆
議
、
定
為
印
板
、
乃
以
白
字
為
神
農
所
説
、
墨
字
為
名
医
所
伝
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
版
行
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
は
「
開
宝
新
詳
定
本
草
』
の
翌
年
、
開
宝
七
年
（
九
七
四
）
の
こ
と
で
、
「
新
詳
定
」
の
校
定
が

不
充
分
だ
っ
た
た
め
だ
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
二
○
巻
に
及
ぶ
害
の
校
訂
版
を
翌
年
刊
行
す
る
と
は
、
い
さ
さ
か
理
解
し
に
く
く
も

思
わ
れ
る
。
よ
ほ
ど
本
草
害
完
成
へ
の
熱
意
が
高
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
両
書
連
年
刊
行
の
事
実
に
疑
問
を
挟
む
べ
き
か
。

五
代
以
前
に
医
学
害
が
印
刷
出
版
さ
れ
た
事
実
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
遺
存
品
が
な
い
の
で
確
か
で
は
な
い
が
、
唐
代
（
九
世
紀
）
長

（
１
）

安
で
は
小
規
模
な
こ
と
は
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

と
は
い
え
医
害
出
版
が
国
家
的
規
模
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
北
宋
時
代
（
九
六
○
～
二
二
七
）
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

思
わ
れ
る
。
よ
ほ

「
太
平
聖
恵
方
』

本
書
は
宋
の
太
宗
が
王
懐
隠
ら
四
名
に
命
じ
て
編
纂
さ
せ
た
一
○
○
巻
（
一
六
七
○
門
、
一
六
八
三
四
処
方
）
か
ら
な
る
医
方
集
で
、
こ
の
よ

う
な
雁
大
な
言
が
十
世
紀
に
彫
版
に
付
せ
ら
れ
た
こ
と
は
驚
か
さ
れ
る
。
し
か
し
太
宗
御
製
序
に
み
え
る
太
宗
の
医
療
に
対
す
る
興
味
の
高

さ
、
そ
し
て
当
時
全
国
各
地
で
尼
大
な
仏
典
が
版
刻
さ
れ
て
い
た
実
態
を
考
え
れ
ば
納
得
も
い
こ
う
。
出
版
年
は
淳
化
三
年
（
九
九
二
）
の
こ

北
宋
の
医
書
出
版

一
○
○
巻
（
九
九
二
）
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『
玉
海
』
（
慶
暦
善
救
方
の
項
）
に
「
慶
暦
八
年
二
月
癸
酉
、
以
南
方
病
毒
者
乏
方
薬
、
為
頒
善
救
方
、
又
嘗
出
通
天
犀
、
命
太
医
和
薬
賜
疫

（
５
）
（
６
）

者
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
『
（
慶
暦
）
善
救
方
」
な
る
言
が
慶
暦
八
年
（
一
○
四
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
と
解
す
る
む
き
も
あ
る
。
し
か
し
史
料
の

記
載
に
は
「
頒
行
」
と
あ
る
の
み
で
「
摸
印
」
「
鑛
版
」
な
ど
と
は
い
っ
て
い
な
い
。
「
頒
行
」
と
は
文
字
ど
お
り
広
く
一
般
に
布
き
行
う
こ

と
で
あ
っ
て
、
印
刷
出
版
と
即
断
す
る
い
わ
れ
は
な
い
。
本
書
の
場
合
は
石
碑
に
刻
し
て
公
示
し
、
転
写
を
奨
励
し
た
の
で
あ
る
。
「
（
慶
暦
）

善
救
方
」
の
皇
祐
元
年
二
○
四
九
）
二
月
二
十
八
日
付
の
後
序
に
「
謹
以
刻
石
、
樹
之
県
門
外
左
、
令
観
楚
者
自
得
、
而
不
求
有
司
云
」
今
臨

（
７
）

川
先
生
文
集
」
）
と
あ
る
の
が
明
証
で
あ
る
。

「
（
皇
祐
）
簡
要
済
衆
方
』
五
巻
（
一
○
五
一
）

（
８
）

『
玉
海
』
（
皇
祐
簡
要
済
衆
方
の
項
）
に
「
皇
祐
三
年
集
簡
要
済
衆
方
五
巻
頒
行
、
標
脈
証
、
叙
病
源
、
去
諸
家
浮
冗
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合

と
ら
し
く
二
直
斎
害
録
解
題
』
お
よ
び
『
玉
海
』
巻
六
十
三
）
、
太
宗
御
製
序
に
「
今
編
勒
成
一
百
巻
、
命
日
太
平
聖
恵
方
、
価
令
彫
刻
印
版
、

偏
施
華
夷
、
凡
爾
生
霊
、
宜
知
朕
意
」
と
あ
る
か
ら
、
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

『
黄
帝
内
経
素
間
」
『
難
経
』
『
巣
氏
病
源
候
論
』
（
一
○
二
七
）

『
玉
海
」
に
よ
る
と
天
聖
四
年
（
一
○
二
六
）
十
月
十
二
日
に
（
仁
宗
の
）
命
に
よ
っ
て
晁
宗
悪
・
王
挙
正
が
『
黄
帝
内
経
素
問
」
『
難
経
」

（
３
）

『
巣
氏
病
源
候
論
」
を
校
定
し
、
翌
五
年
四
月
、
国
子
監
を
し
て
摸
印
版
行
せ
し
め
、
詔
に
よ
っ
て
学
士
の
宋
綬
の
序
が
書
い
た
と
い
う
。

（
４
）

現
伝
本
の
『
諸
病
源
候
論
』
に
は
こ
の
と
き
の
宋
綬
の
序
が
付
い
て
お
り
、
現
伝
本
は
当
該
時
の
版
本
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
銅
人
瞼
穴
針
灸
図
経
』
三
巻
二
○
二
七
）

『
玉
海
』
（
天
聖
針
経
の
項
）
に
よ
る
と
、
天
聖
五
年
（
一
○
二
七
）
、
尚
薬
奉
御
の
王
惟
一
は
勅
を
奉
じ
、
従
来
混
乱
の
あ
っ
た
経
穴
・
経
絡

の
統
一
を
は
か
る
た
め
、
標
準
人
体
模
型
二
体
を
鋳
造
し
、
さ
ら
に
標
準
テ
キ
ス
ト
た
る
「
銅
人
臓
針
灸
図
経
』
三
巻
を
模
印
頒
行
し
た
。

同
七
年
閨
二
月
に
は
諸
州
に
賜
与
さ
れ
た
。

『
（
慶
暦
）
善
救
方
」
（
未
刊
）
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に
は
版
行
さ
れ
た
ら
し
い
。
後
年
書
か
れ
た
本
書
の
蘇
試
賊
に
「
・
・
・
…
於
是
詔
太
医
集
名
方
、
日
簡
要
済
衆
、
凡
五
巻
三
冊
、
鑛
板
模
印
、

（
９
）
（
恥
）

以
賜
郡
県
」
弓
東
玻
全
集
』
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
そ
れ
が
わ
か
る
。
し
か
し
陳
捷
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
版
刻
本
の
流
通
普
及
は
ス

ム
ー
ズ
で
は
な
く
、
本
書
は
木
製
看
板
に
墨
書
さ
れ
、
転
写
さ
れ
て
流
布
し
た
よ
う
で
あ
る
。
蘇
鰔
の
賊
に
続
け
て
「
偉
人
得
伝
録
、
用
広

極
療
、
意
欲
錫
以
康
寧
之
福
、
踏
之
仁
寿
之
域
、
已
而
県
与
律
令
同
蔵
、
殆
愈
一
紀
、
窮
達
之
民
、
莫
或
聞
知
、
聖
沢
塞
而
不
宣
、
吏
之
罪

也
、
乃
害
以
方
版
、
掲
之
通
会
、
不
独
流
伝
民
間
、
痙
洞
愈
疾
、
亦
欲
使
人
知
上
恩
也
、
後
之
君
子
、
億
不
以
為
謂
、
歳
一
検
挙
之
、
使
無

遺
殼
焉
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
状
況
が
う
か
が
え
る
。

「
嘉
祐
補
注
本
草
』
二
○
巻
目
録
一
巻
二
○
六
二
）
「
図
経
本
草
』
二
○
巻
（
一
○
六
二
）

従
来
、
医
吉
の
校
訂
・
刊
行
は
教
育
行
政
官
庁
で
あ
る
国
子
監
で
行
わ
れ
た
が
、
嘉
祐
二
年
（
一
○
五
七
）
、
編
集
院
に
医
書
専
門
の
校
正

医
書
局
が
設
置
さ
れ
、
ま
ず
は
先
の
『
開
宝
本
草
」
の
改
訂
作
業
に
着
手
。
掌
禺
錫
・
林
億
・
張
洞
・
蘇
頌
、
つ
い
で
秦
宗
古
・
朱
有
章
・

陳
検
・
高
保
衡
ら
が
順
次
加
わ
り
、
嘉
祐
六
年
（
一
○
六
一
）
、
『
嘉
祐
補
注
（
神
農
）
本
草
」
と
題
し
て
繕
写
、
彫
版
に
付
さ
れ
た
。
同
年
『
図

経
本
草
』
の
編
墓
も
成
り
、
翌
七
年
（
一
○
六
二
）
、
進
呈
・
刊
行
さ
れ
た
。

以
後
、
高
保
衡
・
孫
奇
・
林
億
ら
に
よ
る
治
平
・
煕
寧
の
大
規
模
な
医
学
典
籍
の
校
刊
事
業
は
こ
の
校
正
医
書
局
に
て
行
わ
れ
た
。

治
平
二
年
（
一
○
六
五
）
か
ら
煕
寧
二
年
（
一
○
六
九
）
の
五
年
間
の
う
ち
に
最
も
主
だ
っ
た
医
学
典
籍
九
言
一
六
七
巻
が
た
て
続
け
に
校

刊
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
に
現
存
す
る
も
の
は
一
片
た
り
と
も
な
い
が
、
現
伝
流
布
本
は
こ
と
ご
と
く
こ
の
北
宋
校
刊
本
を
祖
本
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
北
宋
校
刊
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、
残
り
得
た
医
学
典
籍
は
僅
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
治
平
煕
寧
の
医
書
校

刊
こ
そ
以
後
の
中
国
（
東
ア
ジ
ア
）
伝
統
医
学
の
流
れ
を
決
定
づ
け
る
一
大
事
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
く
こ
と
な
し
に

中
国
伝
統
医
学
を
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
Ⅱ
）

そ
の
真
っ
先
の
対
象
と
な
り
、
校
刊
さ
れ
た
の
が
漢
の
張
仲
景
の
著
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
「
傷
寒
論
」
一
○
巻
で
あ
っ
た
。
進
呈
の
年

『
傷
寒
論
』
一
○
巻

治
平
二
年
（
一
○
六

刊
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
（

も
の
で
あ
る
。
北
宋
珪

（
一
○
六
五
）
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『
金
瞳
要
略
方
諭
』
三
巻
（
一
○
六
六
か
）

本
書
は
旧
伝
の
張
仲
景
方
の
節
略
本
に
拠
り
、
林
億
ら
が
、
先
の
二
言
と
重
複
す
る
傷
寒
の
部
を
削
り
、
再
編
集
し
て
刊
行
し
た
も
の
で

（
Ｂ
）

あ
る
。
現
伝
本
に
進
呈
笥
子
が
欠
け
て
い
る
の
で
進
呈
の
正
確
な
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
高
・
孫
・
林
の
官
職
名
か
ら
し
て
も
、
ま
た

『
金
置
玉
函
経
」
に
次
ぎ
、
『
備
急
千
金
要
方
』
に
先
ん
じ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
治
平
三
年
の
春
頃
の
校
刊
と
推
定
さ
れ
る
。

「
備
急
千
金
要
方
」
三
○
巻
（
一
○
六
六
）

（
皿
）

本
書
は
唐
の
孫
思
遡
の
著
に
な
る
医
方
書
（
医
学
全
書
）
。
原
題
は
『
千
金
方
』
で
あ
る
が
、
校
刊
に
際
し
「
備
急
千
金
要
方
」
の
書
名
が

採
用
さ
れ
た
。
高
・
孫
・
林
ら
の
後
序
に
は
治
平
三
年
正
月
二
十
五
日
に
進
呈
を
詑
り
、
四
月
二
十
六
日
に
至
っ
て
聖
旨
を
奉
じ
、
鑛
版
施

行
し
た
と
あ
る
。
こ
れ
を
版
下
完
成
か
ら
印
刷
完
了
と
見
な
せ
ば
、
そ
の
間
わ
ず
か
三
ヶ
月
。
い
ま
大
ざ
っ
ぱ
に
見
積
る
と
、
全
一
○
八
四

葉
を
九
○
日
で
割
る
と
約
一
二
葉
。
一
人
一
日
一
葉
を
彫
刻
し
た
と
し
て
、
連
日
作
業
し
て
も
少
な
く
と
も
一
二
人
の
刻
工
が
働
い
た
で
あ

ろ
う
。
休
み
を
考
え
れ
ば
一
五
人
程
度
で
あ
ろ
う
か
。
顧
従
徳
本
『
素
問
」
で
は
三
八
名
の
刻
工
（
南
宋
初
）
が
仕
事
を
し
て
い
る
か
ら
、
こ

れ
は
多
い
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
（
『
太
平
御
覧
」
で
は
一
五
○
人
の
刻
工
が
従
事
し
て
い
る
）
。
と
す
れ
ば
ご
く
丼
勘
定
で
見
積
る
と
一
巻
あ
た

り
三
日
程
度
で
当
時
の
刻
版
作
業
は
進
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
印
刷
・
製
本
に
は
別
の
職
人
が
ほ
ぼ
同
時
に
作
業
を
行
っ
た
に
違
い
な

い
。
こ
れ
を
考
え
れ
ば
『
傷
寒
論
」
は
葉
数
か
ら
推
し
て
、
進
呈
か
ら
鐙
板
施
行
ま
で
、
わ
ず
か
二
○
日
（
一
ヶ
月
弱
）
で
済
む
こ
と
に
な
る
。

日
本
の
江
戸
時
代
の
医
書
印
刷
よ
り
も
格
段
に
ペ
ー
ス
が
早
い
。
宋
政
府
の
印
刷
規
模
の
大
き
さ
を
う
か
が
わ
せ
る
。

月
日
は
治
平
二
年
二
月
四
日
と
な
っ
て
い
る
。

正
月
十
八
日
と
な
っ
て
い
る
。

「
千
金
翼
方
」
三
○
巻
（
一
○
六
七
頃
）

（
吃
）

続
い
て
校
刊
さ
れ
た
の
が
「
傷
寒
論
」
と
伝
来
上
の
異
本
関
係
に
あ
る
「
金
置
玉
函
経
」
八
巻
で
あ
る
。
校
正
疏
の
年
月
日
は
治
平
三
年

「
金
置
玉
函
経
」
八
巻
（
一
○
六
六
）
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（
ｒ
）

本
書
は
唐
の
王
壽
の
編
に
な
る
医
方
書
（
医
学
全
耆
）
。
こ
の
言
は
末
尾
に
付
さ
れ
る
進
呈
表
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
校
刊
経
緯
が
知
ら
れ

る
。
皇
祐
三
年
（
一
○
五
一
）
五
月
二
十
六
日
の
勅
令
に
よ
っ
て
秘
閣
所
蔵
の
伝
写
本
二
・
三
本
が
国
子
監
に
送
ら
れ
、
孫
兆
が
校
勘
を
担
当
。

治
平
二
年
二
○
六
五
）
二
月
二
日
付
発
令
の
校
正
医
書
中
に
「
外
台
秘
要
方
」
が
指
定
さ
れ
て
い
た
の
で
孫
兆
校
正
本
に
基
づ
き
繕
写
を
開

始
。
版
下
が
完
成
し
て
聖
旨
を
奉
じ
施
行
を
申
請
す
べ
く
治
平
四
年
三
月
某
日
に
進
呈
し
誰
り
、
煕
寧
二
年
五
月
二
日
、
聖
旨
を
奉
じ
て
鑛

版
施
行
し
た
。
「
外
台
秘
要
方
」
は
宋
改
医
書
中
、
最
大
の
量
を
有
す
る
吉
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
進
呈
か
ら
鑛
版
施
行
ま
で
に
二
年
余

り
の
歳
月
を
要
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
間
に
『
脈
経
」
と
「
黄
帝
三
部
針
灸
甲
乙
経
」
（
あ
る
い
は
「
重
広
補
注
黄
帝
内
経
素
問
」
も
か
）
の
刻
版

（
喝
）

本
書
は
孫
思
遡
が
「
千
金
方
』
を
扶
翼
す
る
目
的
で
後
年
著
し
た
と
さ
れ
る
医
方
書
（
医
学
全
書
）
。
本
書
の
現
伝
本
（
元
刻
本
）
の
宋
臣
校

正
表
に
は
進
呈
・
鑪
板
の
年
月
日
が
欠
け
て
い
て
詳
細
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
高
・
孫
・
林
の
官
職
名
か
ら
し
て
も
、

校
正
表
の
口
吻
か
ら
し
て
も
、
当
然
『
千
金
方
』
に
続
い
て
校
刊
作
業
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
『
千
金
方
」
が
一
○
六
六
年
、

次
掲
の
『
脈
経
』
が
一
○
六
八
年
の
校
刊
で
あ
る
か
ら
、
い
ま
そ
の
中
を
採
っ
て
一
○
六
七
（
治
平
四
）
年
頃
の
刊
と
査
定
し
て
お
く
。

（
Ⅲ
」

本
書
は
晋
の
王
叔
和
の
編
に
な
る
脈
を
中
心
と
し
た
診
断
学
書
。
『
素
問
』
『
霊
枢
」
「
難
経
」
『
傷
寒
論
」
『
金
置
玉
函
経
」
「
金
置
要
略
」

と
重
複
す
る
部
分
も
多
い
。
煕
寧
元
年
（
一
○
六
八
）
七
月
十
六
日
に
進
呈
し
、
た
だ
ち
に
聖
旨
を
奉
じ
鐘
版
施
行
に
及
ん
だ
こ
と
が
本
書
末

尾
の
表
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
功
成
っ
た
の
は
続
く
王
安
石
ら
の
列
街
表
か
ら
し
て
煕
寧
二
年
七
月
十
四
日
の
こ
と
か
。

「
黄
帝
三
部
針
灸
甲
乙
経
」
一
二
巻
（
一
○
六
九
）

本
書
は
晋
の
皇
甫
詣
の
編
に
な
る
針
灸
学
書
で
、
『
素
問
」
「
霊
枢
」
『
明
堂
』
を
再
編
成
し
た
も
の
。
本
書
末
尾
の
表
に
よ
り
、
煕
寧
二
年

二
○
六
八
）
四
月
二
十
三
日
に
進
呈
し
、
た
だ
ち
に
聖
旨
を
奉
じ
鑛
版
施
行
に
付
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
功
成
っ
た
の
は
続
く
王
安
石
ら

の
列
街
表
か
ら
し
て
同
年
五
月
二
日
の
こ
と
か
。

の
列
街
表
か
ら
し
て
同
年
五
月
二
日
の
｝

『
外
台
秘
要
方
」
四
○
巻
（
一
○
六
九
）

「
脈
経
』
一
○
巻
（
一
○
六
八
）
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工
程
が
割
り
込
ん
だ
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

『
重
広
補
注
黄
帝
内
経
素
問
』
二
四
巻
二
○
六
九
頃
）

本
書
の
原
典
は
漢
代
の
成
立
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
医
経
貢
黄
帝
）
（
内
経
）
素
問
」
九
巻
で
、
宋
斉
の
全
元
起
注
、
唐
の
王
泳
注
を
経
て

（
鴫
）

北
宋
に
伝
え
ら
れ
た
。
す
で
に
天
聖
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
校
正
医
書
局
に
お
い
て
も
改
訂
再
版

さ
れ
た
。
こ
れ
が
現
伝
本
の
祖
本
で
あ
る
。
孫
兆
の
重
訂
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
伝
の
宋
臣
序
に
は
進
呈
・
鑛
版
施
行
の
年
月
日
が

脱
落
し
て
い
る
。
し
か
し
例
に
よ
っ
て
高
・
孫
（
奇
）
・
林
の
官
職
名
は
「
脈
経
』
『
黄
帝
三
部
針
灸
甲
乙
経
」
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
こ
う
い

（
凶
）

っ
た
状
況
を
考
え
れ
ば
進
呈
・
鍾
版
施
行
期
は
必
ず
や
煕
寧
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
察
せ
ら
れ
る
。
本
書
に
お
け
る
宋
臣
の
校
注
は
「
新

校
正
云
…
：
．
」
と
し
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
校
注
ぶ
り
は
他
の
宋
改
医
書
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
精
繊
で
あ
る
。
松
木
氏
は
「
特

に
新
校
正
の
校
訂
は
（
「
千
金
方
」
扉
経
」
冨
乙
経
」
の
校
正
と
）
ほ
ぼ
同
時
に
進
行
し
な
が
ら
『
素
問
』
に
集
約
さ
せ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

（
鋤
）

れ
る
。
こ
の
意
味
で
も
、
『
素
問
」
の
刊
行
は
最
終
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
が
、
筆
者
も
同
感
で
あ
る
。
林
億
ら
に

よ
る
治
平
煕
寧
の
医
書
校
刊
は
『
傷
寒
論
』
で
華
々
し
く
幕
を
開
け
、
『
黄
帝
内
経
素
問
」
に
よ
っ
て
見
事
な
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
っ
た
の
で
あ

る
。
い
か
に
も
校
正
医
書
局
の
面
目
躍
如
た
る
演
出
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

「
（
黄
帝
）
針
経
』
二
○
九
三
）

（
剛
）

本
書
は
現
伝
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
の
祖
本
で
あ
る
。
北
宋
政
府
の
秘
閣
に
『
針
経
』
の
完
本
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
さ
も
な
く
ば
治
平
煕

寧
の
校
刊
医
書
に
採
用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
『
黄
帝
内
経
』
は
「
素
問
」
と
『
針
経
」
か
ら
成
る
と
い
う
の
が
晋
の
皇
甫
詣
以
来
の
定
説

だ
か
ら
で
あ
る
。
北
宋
政
府
は
以
後
、
高
麗
に
本
国
で
亡
失
し
た
典
籍
が
意
外
に
も
多
く
遣
存
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
高
麗
宣
宗
八
年

（
鰯
）

二
○
九
一
）
に
供
書
の
献
上
を
求
め
た
。
そ
の
一
つ
に
「
黄
帝
針
経
九
巻
」
が
あ
る
。
こ
れ
に
応
じ
『
針
経
」
は
翌
元
祐
七
年
（
一
○
九
二
）

（
粥
）
（
別
）

に
高
麗
か
ら
中
国
に
送
ら
れ
、
翌
同
八
年
（
一
○
九
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
元
祐
八
年
刊
本
「
黄
帝
内
経
霊
枢
』
の
書
名
は
『
針
経
」
で
、

（
矩
等

同
書
が
紹
興
二
十
五
年
二
一
五
五
）
の
史
濯
校
刊
本
『
黄
帝
内
経
霊
枢
』
の
底
本
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
た
ら
し
い
。
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高
麗
（
九
一
八
～
一
三
九
二
）
は
開
成
に
都
し
、
九
三
六
年
に
半
島
を
統
一
、
大
い
に
盛
え
た
が
、
一
二
六
○
年
、
元
の
属
国
と
な
り
、

後
元
冠
や
倭
冠
の
た
め
に
疲
弊
・
衰
退
し
た
。

高
麗
の
光
宗
（
九
五
○
～
九
七
五
）
は
中
国
の
科
挙
制
を
導
入
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
秘
書
省
（
秘
閣
）
に
経
史
の
典
籍
が
整
備
さ
れ
、

が
て
必
要
に
迫
ら
れ
て
典
籍
の
刊
刻
事
業
が
推
進
さ
れ
た
。
時
は
中
国
に
さ
ほ
ど
遅
れ
を
と
る
こ
と
な
く
、
靖
宗
期
（
一
○
三
五
～
四
六
）

は
本
格
化
し
、
文
宗
期
（
一
○
四
七
～
八
二
）
に
は
経
・
史
・
子
・
集
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
及
ん
だ
。
医
書
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。

麗
の
こ
の
時
期
の
出
版
物
は
中
国
刊
本
の
覆
刻
で
は
な
く
、
独
自
の
校
刊
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
北
宋
で
は
大
観
中
（
二
○
七
～
一
○
）
に
「
太
平
恵
民
和
剤
局
方
』
五
巻
の
初
版
本
、
大
観
二
年
（
一

経
史
証
類
備
急
本
草
」
三
一
巻
、
政
和
二
年
（
一
二
六
）
に
は
「
政
和
経
史
証
類
備
用
本
草
」
三
○
巻
、
政
和
中
（
一

「
聖
済
経
』
一
○
巻
そ
し
て
『
聖
済
総
録
」
二
○
○
巻
が
編
纂
さ
れ
、
刊
行
さ
れ
た
。

（
妬
）

南
宋
で
は
相
当
量
の
編
著
書
が
成
り
、
刊
本
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
割
愛
す
る
。

以
上
が
北
宋
代
に
お
け
る
医
学
典
籍
校
刊
の
概
要
で
あ
る
。
と
く
に
治
平
煕
寧
の
版
本
は
後
世
の
典
範
た
る
べ
く
堂
々
た
る
大
字
版
で
作

ら
れ
た
ら
し
く
、
一
般
に
広
く
流
布
す
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
後
に
は
普
及
本
と
し
て
小
字
本
も
刊
行
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
「
傷
寒
論
』
は
元
祐
三
年
二
○
八
八
）
の
、
ま
た
「
脈
経
」
に
は
紹
聖
三
年
二
○
九
六
）
の
国
子
監
小
字
本
が
刊
行
さ
れ
た
記

録
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
太
平
聖
恵
方
」
「
諸
病
源
候
論
」
『
備
急
千
金
要
方
」
『
外
台
秘
要
方
」
『
脈
経
」
『
重
広
補
注
黄
帝
内
経
素
問
」
な
ど
は

南
宋
に
入
っ
て
か
ら
も
覆
刊
さ
れ
た
事
実
が
判
明
し
て
お
り
、
治
平
煕
寧
の
初
刊
以
降
、
中
央
や
地
方
で
こ
れ
ら
医
学
典
範
の
官
刻
・
私
刻

が
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

二
、
高
麗
の
医
書
出
版

一
○
八
）
に
は
「
大
観

二
一
～
一
八
）
に
は高 に や |､I

毎
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⑦
「
張
仲
卿
五
蔵
論
』
。

⑧
『
肘
後
方
』
七
十
三
板
、
⑨
「
疑
獄
集
」
一
十
板
、
⑩
「
川
玉
集
」
一
十
板
。

（
恥
）

ま
た
同
時
に
知
京
山
府
事
殿
中
内
給
事
・
李
成
美
が
新
彫
の
⑪
『
階
書
」
六
百
八
十
板
を
進
上
し
、
こ
れ
ら
は
秘
閣
に
詔
置
さ
れ
た
。

以
上
の
版
木
・
印
本
の
現
物
は
い
う
ま
で
も
な
く
一
点
も
伝
存
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
一
○
五
八
～
九
年
と
い
え
ば
治
平
煕
寧
の
校
刊
に

先
立
つ
時
期
で
あ
り
、
高
麗
で
中
国
に
先
ん
じ
て
こ
の
よ
う
な
医
書
類
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
瞠
目
に
値
す
る
。
よ
っ
て
以
下
こ
れ
ら
に
っ

（
鋤
）

い
て
若
干
の
試
論
を
行
い
、
識
者
の
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

『
板
』
と
は
板
木
の
こ
と
で
あ
る
。
で
は
．
板
」
に
は
幾
葉
（
丁
）
分
が
刻
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
片
面
の
み
に
一
葉
か
、
あ
る

い
は
両
面
に
二
葉
分
か
、
そ
れ
と
も
片
面
二
葉
で
両
面
四
葉
か
。
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
あ
り
う
る
が
、
朝
鮮
古
版
木
の
遺
品
例
や
、
状
況
か

ら
し
て
、
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
こ
の
場
合
、
通
例
の
ご
と
く
片
面
一
葉
宛
、
両
面
で
計
二
葉
が
彫
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は

『
晴
書
」
に
六
八
○
板
を
要
し
た
こ
と
、
『
肘
後
方
』
に
七
三
板
を
要
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
毎
半
葉
八
～
一
○
行
、

（
抑
）

行
一
六
～
一
八
字
と
い
っ
た
大
字
本
で
は
な
く
、
毎
半
葉
一
二
行
、
行
三
一
～
二
三
字
程
度
の
小
字
本
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

文
宗
十
二
年
の
忠
州
版
は
総
計
一
九
八
葉
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
小
字
本
だ
っ
た
と
し
て
も
各
書
の
分
量
は
少
な
か
っ
た
ろ
う
。
か

り
に
一
九
八
葉
を
七
害
で
割
る
と
、
一
言
あ
た
り
二
八
葉
強
と
な
る
。
こ
れ
は
ふ
つ
う
一
巻
（
一
冊
）
の
相
当
量
で
あ
る
。

①
の
『
難
経
」
は
『
集
注
」
本
で
は
な
く
、
経
文
だ
け
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
す
れ
ば
い
ま
試
算
す
る
に
二
七
葉
余
り
（
一
四
板
）
で
済
む
．

，
し
搾
袷

（
”
）

文
宗
十
二
年
（
一
○
五
六
）
九
月
、
忠
州
の
牧
が
医
書
七
種
を
新
彫
し
、
版
木
が
献
上
さ
れ
て
秘
閻
に
収
蔵
さ
れ
た
。
次
の
七
種
で
あ
る
。

①
「
黄
帝
八
十
一
難
経
」
、
②
「
川
玉
集
」
、
③
「
傷
寒
論
」
、
④
『
本
草
括
要
』
、
⑤
「
小
児
巣
氏
病
源
」
、
⑥
『
小
児
薬
証
病
源
一
十
八
論
」
、

そ
し
て
そ
れ
ら
は
「
九
十
九
板
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
そ
の
半
年
後
の
文
宗
十
三
年
（
一
○
五
九
）
二
月
に
は
安
西
都
護
府
使
都
官
の
員
外
郎
・
異
善
貞
ら
が
次
の
新
彫
書
の
版
木
を
進
上
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⑦
の
『
張
仲
卿
五
蔵
論
」
は
「
張
仲
景
五
蔵
諭
」
一
巻
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
敦
煙
本
、
張
元
素
序
本
な
ど
数
種
の
伝
本
が
あ
る
が
、
い
ま

敦
埋
Ｐ
一
二
一
五
を
例
に
と
れ
ば
一
○
八
行
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
四
～
五
葉
（
二
～
三
板
）
の
薄
冊
で
あ
っ
た
ろ
う
。

以
上
の
ご
と
く
か
り
に
、
①
一
四
板
、
②
一
○
板
、
③
三
七
板
、
⑤
二
四
板
、
⑦
二
板
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
計
八
七
板
。
と
す
れ
ば
④

と
⑥
で
一
二
板
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
は
あ
く
ま
で
乱
暴
な
目
算
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
こ
れ
ら
高
麗
版
は
分
量
的
に
僅
少
な
こ
と

を
条
件
に
選
定
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
以
後
、
高
麗
で
は
高
宗
十
三
年
（
一
二
六
六
）
に
『
新
集
御
医
撮
要
方
」
が
刊
本
さ
れ
た
以
外
、

（
認
）

⑤
の
『
小
児
巣
氏
病
源
」
は
巣
元
方
「
諸
病
源
候
論
」
の
小
児
部
分
（
巻
四
五
～
五
○
）
の
単
行
で
あ
ろ
う
。
い
ま
南
宋
版
を
も
っ
て
算
出

す
れ
ば
四
七
葉
（
二
四
板
）
で
あ
り
、
こ
れ
も
や
や
多
す
ぎ
る
感
が
あ
る
。

⑥
の
『
小
児
薬
証
病
源
一
十
八
論
」
と
は
い
か
な
る
害
で
あ
る
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
銭
乙
の
『
小
児
薬
証
直
訣
」
は
少
な
く
と
も
元

豊
年
間
（
一
○
七
八
～
八
五
）
以
降
の
成
立
で
あ
り
、
陳
文
仲
の
「
小
児
病
源
論
」
は
南
宋
の
成
立
で
あ
る
か
ら
、
両
言
と
も
に
関
係
な
い
。

（
鋤
）

三
木
は
「
崇
文
総
目
』
の
「
小
児
薬
証
一
巻
劉
景
裕
撰
」
を
想
定
す
る
。
あ
る
い
は
『
小
児
薬
証
』
『
病
源
一
十
八
論
」
と
分
け
て
読
む
べ
き

②
の
『
川
玉
集
』
は
、
⑩
と
同
じ
で
あ
ろ
う
か
ら
二
○
葉
（
一
○
板
）
。
平
均
量
よ
り
少
な
い
。

③
の
「
傷
寒
論
』
の
版
行
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
、
高
麗
は
そ
の
哨
矢
を
放
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
『
傷
寒
論
」
と
は
い
か
な
る
書
か
。

（
机
）

今
の
い
わ
ゆ
る
「
宋
版
傷
寒
論
」
の
内
容
を
含
む
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
一
四
○
葉
（
七
○
板
）
く
ら
い
は
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
九
九

板
の
う
ち
に
七
割
を
『
傷
寒
論
」
に
充
て
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
か
り
に
太
陽
病
篇
か
ら
陰
陽
易
差
後
労
復
病
篇
の
み
と
し
て
も
七
四
葉

（
三
七
板
）
程
度
は
あ
る
。
こ
れ
で
も
多
す
ぎ
る
感
が
あ
る
。
三
陽
三
陰
病
篇
の
み
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

（
鋤
）

④
の
『
本
草
括
要
」
は
不
詳
。
三
木
は
『
宋
史
』
芸
文
志
の
「
張
先
誌
本
草
括
要
詩
三
巻
」
を
想
定
す
る
が
確
証
は
な
い
。
三
巻
で
は
多

か
○

す
ぎ
る
か
。

ま
さ
に
平
均
量
で
あ
る
。
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医
書
の
刊
行
記
録
は
な
い
。
し
か
し
、
当
時
高
麗
で
は
中
国
か
ら
将
来
し
た
宋
版
に
よ
っ
て
次
々
と
そ
の
覆
刻
が
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
ら
し

（
粥
）

い
。
蘇
賦
は
こ
れ
を
危
倶
し
て
高
麗
に
対
す
る
書
籍
輸
出
の
禁
止
を
建
言
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

日
宋
交
流

遣
唐
使
は
承
和
五
年
（
八
三
八
）
を
最
後
に
中
断
。
寛
平
六
年
（
八
九
四
）
に
遣
唐
大
使
に
任
命
さ
れ
た
菅
原
道
真
は
そ
の
停
止
を
進
言
し
、

承
認
さ
れ
て
、
遣
唐
使
の
時
代
は
終
り
を
告
げ
た
。
廃
止
理
由
の
一
つ
は
、
あ
え
て
尼
大
な
費
用
を
用
い
危
険
を
冒
し
て
、
陰
り
の
さ
し
た

中
国
か
ら
学
ぶ
意
識
が
薄
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
案
の
定
、
ま
も
な
く
唐
は
滅
び
、
紛
々
た
る
五
代
の
世
と
な
る
。

（
狸
）

北
宋
は
九
六
○
年
に
建
国
し
た
。
日
本
と
宋
と
の
関
係
に
つ
い
て
木
宮
泰
彦
は
次
の
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

「
北
宋
は
日
本
の
藤
原
氏
全
盛
の
時
代
で
あ
り
、
南
宋
は
日
本
の
武
士
の
興
隆
期
で
あ
る
。
北
宋
時
代
は
日
本
は
中
国
に
対
し
て
消
極
的
で

私
的
な
海
外
渡
航
は
禁
止
し
、
宋
船
の
往
来
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
南
宋
に
な
る
と
進
歩
的
で
あ
っ
た
日
本
武
士
（
平
清
盛
な
ど
）

は
大
い
に
海
外
貿
易
を
奨
励
し
た
の
で
、
日
本
商
船
も
少
か
ら
ず
渡
宋
し
た
。
ま
た
文
化
面
で
も
著
し
い
相
違
が
あ
っ
た
。
北
宋
は
唐
末
五

代
の
文
化
衰
退
の
復
興
に
努
め
た
時
期
で
、
一
方
日
本
は
藤
原
文
化
の
最
盛
期
で
あ
り
、
文
化
的
に
は
ほ
ぼ
対
等
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
南

宋
代
に
な
る
と
中
国
は
特
有
の
宋
文
化
を
完
成
し
、
日
本
の
武
家
は
こ
の
新
文
化
を
求
め
、
吸
収
し
よ
う
と
努
め
た
」
。

い
ま
そ
の
間
の
経
緯
を
医
学
関
係
の
事
跡
を
中
心
と
し
て
追
っ
て
み
よ
う
。

具
平
親
王
と
寂
照

正
暦
二
年
（
九
九
一
）
具
平
親
王
が
著
し
た
『
弘
決
外
典
抄
』
は
中
国
逸
書
を
多
く
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
医
書
で
は
「
太
素

経
」
「
明
堂
経
」
「
楊
上
善
注
」
「
楊
玄
操
注
」
ほ
か
か
ら
の
引
用
が
あ
り
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
六
朝
～
晴
唐
書
の
日
中
に

三
、
平
安
時
代
に
お
け
る
中
国
医
書
の
受
容
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十
世
紀
前
半
に
朝
鮮
半
島
を
統
一
し
た
高
麗
は
日
本
に
修
交
を
求
め
、
日
本
も
当
初
は
対
外
貿
易
の
対
象
を
高
麗
に
向
け
た
。
十
一
世
紀

後
半
に
至
っ
て
両
国
間
に
は
医
学
に
ま
つ
わ
る
次
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
。

高
麗
文
宗
三
十
三
年
二
○
七
九
）
十
一
月
、
文
宗
の
治
病
の
た
め
、
高
麗
は
使
者
を
し
て
牒
書
を
大
宰
府
に
致
し
、
良
医
の
派
遣
を
求
め

た
。
大
宰
府
で
は
翌
承
暦
四
年
（
一
○
八
○
）
三
月
五
日
、
説
明
書
付
で
こ
れ
を
中
央
に
送
り
、
朝
廷
は
八
月
七
日
頃
披
露
し
て
評
議
を
開
始
。

当
時
き
っ
て
の
名
医
・
丹
波
雅
忠
（
康
頼
の
曽
孫
）
の
派
遣
は
当
然
初
め
か
ら
見
送
ら
れ
、
忠
康
も
し
く
は
俊
通
を
派
遣
す
る
こ
と
に
内
定
し

た
が
、
反
対
意
見
が
出
た
た
め
、
一
転
し
て
摂
政
藤
原
師
実
が
派
遣
中
止
を
決
定
。
来
牒
に
礼
を
欠
く
こ
と
を
拒
絶
の
理
由
と
し
、
大
江
匡

（
鍋
）

房
が
返
牒
を
草
し
、
大
宰
府
を
し
て
高
麗
へ
送
ら
し
め
た
。
中
国
側
の
史
料
（
『
続
資
治
通
鑑
長
編
」
）
に
よ
れ
ば
、
実
は
文
宗
の
病
は
風
痒
（
脳

（
Ｗ
）

卒
中
麻
痒
）
で
、
元
豊
元
年
（
一
○
七
八
）
十
月
に
罹
患
し
て
宋
朝
に
医
を
求
め
、
翌
十
一
月
に
宋
朝
か
ら
高
麗
に
医
官
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

宋
は
建
国
後
、
財
政
上
、
対
外
貿
易
振
興
を
推
進
し
、
日
本
へ
は
福
建
つ
い
で
湘
江
な
ど
の
宋
商
人
が
来
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本

の
窓
口
は
博
多
で
、
鴻
艫
館
で
宋
商
人
の
接
遇
が
行
わ
れ
、
大
宰
府
庁
が
こ
れ
を
管
轄
し
た
。
日
本
側
は
当
初
は
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
貿

易
の
利
を
知
っ
て
次
第
に
積
極
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。

（
弱
）

送
付
し
て
い
る
。

お
け
る
供
存
状
態
は
、
五
代
を
経
て
北
宋
に
入
っ
た
時
点
で
す
で
に
少
な
か
ら
ず
生
じ
て
い
た
ら
し
い
。
当
時
の
入
宋
僧
・
寂
照
が
長
保
五

年
（
一
○
○
三
）
渡
宋
の
際
日
本
か
ら
携
え
た
「
大
乗
止
観
』
と
「
方
等
三
昧
行
法
」
は
も
は
や
中
国
で
は
供
書
と
な
っ
て
い
て
、
天
竺
寺
の

遵
式
に
よ
っ
て
版
行
さ
れ
た
。
多
分
こ
れ
が
日
中
供
存
書
還
流
出
版
の
最
初
の
例
で
は
な
か
ろ
う
か
。
高
麗
↓
中
国
還
流
よ
り
も
あ
る
い
は

先
ん
ず
る
か
も
知
れ
な
い
。
寂
照
は
二
度
と
帰
朝
す
る
こ
と
な
く
景
祐
元
年
（
一
○
三
四
）
杭
州
で
没
し
た
が
、
そ
の
間
藤
原
道
長
ら
日
本
の

貴
族
・
文
人
と
文
通
を
重
ね
、
日
宋
文
化
の
交
流
に
寄
与
し
た
。
前
述
の
具
平
親
王
も
ま
た
寛
弘
四
年
二
○
○
七
）
に
害
を
在
宋
の
寂
照
に

日
朝
交
流
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文
宗
は
没
し
た
。

以
後
、
日
本
は
士
一
世
紀
中
頃
ま
で
、
し
ば
し
ば
対
馬
・
壱
岐
・
薩
摩
・
筑
前
・
大
宰
府
な
ど
か
ら
倭
船
を
発
し
、
高
麗
と
の
交
易
を
継

続
し
た
。
こ
の
う
ち
に
は
む
ろ
ん
薬
材
も
少
く
な
か
っ
た
。

再
び
中
国
に
目
を
向
け
よ
う
。

日
本
へ
の
良
医
の
要
請
は
、
宋
医
の
治
療
が
奏
効
し
な
か
っ
た
こ
と
を
う
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
永
保
三
年
（
一
○
八
三
）
七
月
に
至
っ
て

十
一
世
紀
に
お
け
る
医
事
交
流

十
一
世
紀
に
は
日
宋
間
に
さ
ほ
ど
特
記
す
べ
き
医
事
交
流
の
形
跡
は
な
い
。
『
医
心
方
」
（
九
九
四
）
の
半
井
本
巻
二
十
五
に
二
方
、
「
太
平

聖
恵
方
」
（
九
九
二
）
か
ら
の
引
用
文
が
あ
る
が
、
当
該
巻
は
十
二
世
紀
前
半
の
写
本
で
、
こ
の
引
用
は
後
世
の
追
記
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を

（
鵠
）

容
れ
な
い
。
た
だ
十
一
世
紀
に
も
宋
船
に
よ
っ
て
薬
材
を
含
む
未
の
物
産
は
時
折
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
長
元
元
年
（
一
○
二
八
）

九
月
、
福
州
の
宋
商
・
周
文
喬
が
再
来
し
、
十
二
月
十
五
日
書
を
右
大
臣
藤
原
実
資
に
呈
し
て
方
物
を
献
じ
た
。
そ
の
中
に
は
、
欝
香
・
丁

香
・
沈
香
・
重
陸
香
・
訶
黎
勒
・
朱
砂
な
ど
も
あ
っ
た
（
『
小
右
記
」
）
。
治
暦
二
年
（
一
○
六
六
）
五
月
一
日
に
は
宋
商
の
王
満
が
来
朝
し
て
、

霊
薬
や
鵬
鵡
を
献
じ
て
い
る
（
「
百
錬
抄
』
『
扶
桑
略
記
」
）
。

蕊
菅垂

蕊
蕊
．ｰ

琴鑿
、､′唾

《
＊
忍
嫉
挽
靖
誉
晴
皐
庭
可
道
特
求
予
茸
器
物
薄
碇

難
墓
蘇
小
勢
露
坐
雷
イ
邇
す
心
持
冷
斗
黒
誰
馨
隼
鴬
湧

｜’

図｜「参天台五台山記」

（東福寺本)巻6煕

寧6年｜月6日条
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対
南
宋
貿
易
の
開
始
と
「
太
平
御
覧
」

宋
王
朝
は
建
元
元
年
二
一
二
七
）
、
金
軍
の
侵
入
を
受
け
て
南
渡
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
臨
安
（
杭
州
）
に
遷
都
し
た
。
こ
れ
よ
り
祥
興
二
年

（
二
一
七
九
）
ま
で
中
国
南
半
分
は
南
宋
時
代
と
な
る
。

十
二
世
紀
後
半
に
な
る
と
日
本
と
南
宋
と
の
直
接
交
易
が
本
格
的
に
開
け
た
。
日
宋
貿
易
と
称
さ
れ
る
の
が
こ
れ
で
、
日
本
と
中
国
の
商

船
が
そ
れ
ぞ
れ
博
多
港
と
湘
江
明
州
の
寧
波
港
を
往
来
し
た
。
当
時
日
本
の
支
配
者
は
平
清
盛
で
あ
っ
た
。
清
盛
は
弟
の
頼
盛
を
大
宰
府
に

派
遣
し
て
府
庁
機
構
を
統
轄
し
た
。
商
船
は
門
司
関
・
赤
馬
関
を
抜
け
、
瀬
戸
内
海
を
通
っ
て
大
輪
田
泊
（
福
原
泊
・
神
戸
）
ま
で
行
き
か
う

よ
う
に
な
り
、
対
宋
貿
易
は
活
況
を
呈
し
、
平
氏
は
財
と
文
化
を
獲
得
し
た
。
日
本
人
が
印
刷
化
さ
れ
た
典
籍
（
外
典
。
印
刷
仏
典
の
将
来
は

十
世
紀
以
前
に
測
る
で
あ
ろ
う
）
を
初
め
て
目
に
し
た
の
は
こ
の
時
点
か
と
思
わ
れ
る
。
摺
本
と
称
さ
れ
た
未
刊
本
は
中
国
の
最
新
文
化
知
識

の
象
徴
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
貴
族
や
文
人
の
学
界
に
衝
撃
を
与
え
た
。

（
卿
）

藤
原
頼
長
は
康
治
二
年
（
二
四
三
）
に
医
薬
記
事
を
含
む
類
書
「
太
平
御
覧
』
一
千
巻
を
入
手
し
、
一
三
八
巻
目
ま
で
読
み
進
め
た
。
こ

れ
が
は
っ
き
り
し
た
宋
刊
漢
籍
渡
来
の
初
記
録
ら
し
い
。
「
太
平
御
覧
』
は
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）
に
完
成
し
版
行
さ
れ
た
書
で
あ
る
が
、

前
述
の
寂
照
に
次
い
で
延
久
四
年
（
一
○
七
二
）
入
宋
し
た
成
尋
は
日
宋
の
文
化
交
流
に
多
大
な
貢
献
を
な
し
た
。
成
尋
は
煕
寧
六
年
一
月

六
日
、
沐
京
に
お
い
て
通
事
の
携
来
す
る
と
こ
ろ
の
『
本
草
括
要
」
一
帖
、
『
注
千
字
文
」
一
帖
を
披
見
し
た
（
蓼
天
台
五
台
山
記
」
巻
六
）

（
図
１
）
。
注
目
す
べ
き
は
『
本
草
括
要
」
一
帖
で
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
い
は
前
述
の
高
麗
版
「
本
草
括
要
』
（
一
○
五
八
刊
）
か
も
し
く
は
そ

れ
に
基
づ
く
写
本
で
は
な
か
っ
た
か
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
日
本
人
が
印
刷
（
由
来
）
医
書
を
目
賭
し
た
初
記
録
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た

だ
し
、
当
時
す
で
に
治
平
煕
寧
の
医
書
校
刊
は
終
わ
っ
て
い
た
か
ら
、
宋
都
で
日
本
人
が
宋
刊
医
書
を
一
瞥
し
た
と
し
て
も
、
さ
ほ
ど
奇
と

す
べ
き
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
成
尋
は
通
事
が
医
道
に
よ
く
通
じ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
自
ら
所
持
す
る
「
養
生
要
集
』
一
巻
を
通
事
に
与

（
調
）

え
て
い
る
。
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頼
長
が
見
た
の
が
北
宋
初
刊
本
で
あ
っ
た
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
現
伝
の
『
太
平
御
覧
」
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
（
金
沢
文
庫
旧
蔵
）
の

慶
元
五
年
（
二
九
九
）
建
寧
刊
本
と
、
そ
の
校
改
本
で
あ
る
東
福
寺
蔵
（
弁
円
将
来
品
）
の
川
蜀
刊
本
で
あ
る
が
、
時
代
か
ら
し
て
少
く
と

も
こ
れ
ら
の
刊
本
に
よ
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
治
承
三
年
（
二
七
九
）
大
輪
田
泊
に
入
港
し
た
宋
船
も
摺
本
『
太
平
御

覧
」
を
舶
載
し
た
。
こ
れ
は
欠
本
で
三
百
数
十
巻
分
し
か
な
か
っ
た
が
、
平
清
盛
は
た
だ
ち
に
こ
れ
を
買
い
上
げ
、
急
ぎ
写
本
を
作
ら
せ
、

（
狸
）

写
本
は
手
も
と
に
置
き
、
摺
本
を
娘
徳
子
の
生
ん
だ
高
倉
天
皇
に
献
上
し
た
。
当
時
の
宋
版
に
対
す
る
珍
重
ぶ
り
を
伝
え
る
記
録
で
あ
る
。

『
通
憲
入
道
蔵
書
目
録
」

藤
原
頼
長
よ
り
十
六
歳
年
長
で
当
時
き
っ
て
の
博
覧
秀
才
で
あ
っ
た
藤
原
通
憲
は
大
の
蔵
書
家
で
も
あ
り
、
そ
の
蔵
書
目
録
に
「
通
憲
入

道
蔵
書
目
録
』
が
あ
る
。
同
書
の
成
立
年
や
各
書
の
収
蔵
期
は
明
ら
か
で
な
く
、
没
年
の
平
治
元
年
（
二
五
九
）
以
前
と
い
う
こ
と
し
か
い

え
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
同
書
著
録
の
医
薬
書
類
に
お
い
て
宋
刊
本
由
来
と
み
ら
れ
る
も
の
に
「
大
観
本
草
目
録
一
帖
」
「
大
観
証
類
本

（
狸
）

草
十
弓
」
「
同
中
畉
十
弓
」
「
大
観
本
草
下
峡
十
二
弓
」
が
あ
る
。
た
だ
し
「
弓
」
と
は
巻
子
装
の
こ
と
ら
し
く
、
摺
本
と
も
明
記
し
て
い
な

（
蝿
）

い
か
ら
、
こ
れ
は
巻
子
写
本
で
あ
ろ
う
。
『
大
観
経
史
証
類
備
急
本
草
』
（
二
○
八
）
か
ら
の
転
写
本
で
あ
ろ
う
が
、
お
そ
ら
く
原
刊
本
は
日

本
に
渡
来
し
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
抄
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
は
宋
刊
医
薬
書
渡
来
を
示
す
最
初
の
記
録
と
い
え
よ
う
。

『
薬
種
抄
』
な
ど
の
香
薬
辞
書

ほ
と
ん
ど
同
時
期
、
亮
阿
閻
梨
兼
意
（
一
○
七
二
～
？
）
は
「
香
字
抄
（
薬
字
抄
）
」
「
薬
種
抄
』
「
香
要
抄
』
「
香
薬
抄
』
『
穀
類
抄
」
な
ど
一

連
の
書
を
著
し
た
（
保
元
元
年
・
二
五
六
以
前
）
。
こ
れ
ら
は
天
台
・
真
言
系
の
修
法
用
香
薬
類
の
辞
書
で
、
一
種
の
本
草
害
で
あ
る
。
森
鹿

三
に
よ
れ
ば
、
そ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
用
い
ら
れ
た
底
本
は
、
元
祐
七
年
（
一
○
九
三
序
の
陳
承
『
重
広
補
注
神
農
本
草
井
図
経
」
二
三
巻

（
州
）

と
、
『
修
文
殿
御
覧
」
三
六
○
巻
で
あ
る
と
い
う
。
『
重
広
補
注
神
農
本
草
井
図
経
」
は
宋
刊
本
に
由
来
す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
と
も
あ

4J勺戸
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建
久
三
年
二
一
九
三
源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
て
か
ら
は
ま
す
ま
す
日
宋
船
舶
の
往
来
は
頻
繁
と
な
り
、
陸
続
と
宋
版
（
南
宋
刊
）

医
薬
書
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
源
氏
・
北
条
の
武
士
の
時
代
に
は
い
わ
ゆ
る
武
家
文
化
の
独
自
性
が
顕
著
と
な
っ
て
く
る
が
、

こ
れ
は
宋
文
物
の
強
い
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
医
学
の
新
し
い
担
い
手
は
、
従
来
の
丹
波
・
和
気
氏
ら
の
世
襲
す
る
と
こ
ろ
の
宮
廷

医
か
ら
、
新
渡
来
の
禅
宗
に
よ
る
漢
学
を
受
容
し
た
学
僧
、
と
り
わ
け
高
度
な
医
学
知
識
を
吸
収
し
、
そ
れ
に
長
け
た
僧
医
へ
と
移
行
し
て

『
長
生
療
養
方
』
『
座
右
抄
」
『
吉
日
抄
」

医
書
と
し
て
は
、
平
安
最
末
期
の
寿
永
三
年
二
一
八
四
）
、
釈
蓮
基
の
著
し
た
『
長
生
療
養
方
」
に
『
証
類
（
大
観
か
）
本
草
』
か
ら
と
思

し
き
引
用
が
あ
る
。
あ
る
い
は
そ
れ
を
測
る
承
安
元
年
二
一
七
二
成
の
『
座
右
抄
」
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
）
に
は
「
八
素
経
」
「
黄
帝
明
堂
薬

術
」
「
黄
帝
蝦
蟇
経
」
「
針
灸
蝦
蟇
経
」
な
ど
旧
抄
本
か
ら
の
引
用
と
並
ん
で
、
「
新
彫
諸
家
明
堂
灸
経
」
と
い
う
版
本
と
思
わ
れ
る
書
か
ら
の
引

用
が
あ
る
。
ま
た
同
時
代
か
ら
若
干
そ
れ
に
遅
れ
る
か
と
察
せ
ら
れ
る
「
吉
日
抄
』
（
同
文
庫
所
蔵
）
な
る
古
巻
子
本
に
は
「
太
素
」
「
黄
帝
明

堂
薬
術
」
「
玉
置
針
経
」
「
耆
婆
脈
決
経
」
「
黄
帝
蝦
蟇
経
」
「
針
灸
蝦
蟇
経
」
な
ど
と
並
ん
で
、
「
銅
人
輸
穴
」
か
ら
の
引
用
が
あ
る
。
こ
れ
は

前
述
の
天
聖
五
年
刊
『
銅
人
臓
穴
針
灸
図
経
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
が
宋
版
医
書
を
引
用
す
る
日
本
医
書
の
先
駆
で
あ
る
。

れ
、
『
大
観
本
草
」
の
一
前
身
で
あ
る
。
『
修
文
殿
御
覧
」
も
現
伝
し
な
い
が
、
同
書
は
北
斉
の
害
で
、
写
本
に
て
早
く
に
日
本
に
渡
来
し
［
『
秘

府
略
』
（
八
三
一
）
は
こ
れ
に
拠
る
。
ま
た
「
日
本
国
見
在
害
目
録
』
（
八
九
五
頃
）
や
「
弘
決
外
典
抄
」
（
九
九
一
）
に
著
録
］
、
「
芸
文
類
聚
』

な
ど
と
と
も
に
活
用
さ
れ
た
類
書
で
、
『
太
平
御
覧
」
の
前
身
で
あ
る
。
兼
意
は
僧
侶
で
頼
長
・
通
憲
と
は
地
位
的
に
は
比
較
に
な
ら
い
で
あ

ろ
う
か
ら
、
新
渡
来
書
の
伝
達
入
手
が
遅
れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
『
重
広
補
注
本
草
井
図
経
』
の
渡
来
が
『
大

観
本
草
」
の
そ
れ
を
朔
る
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
鎌
倉
～
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
中
国
医
書
の
受
容
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い
っ
た
。
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
お
け
る
中
国
医
学
の
受
容
は
、

禅
僧
の
活
躍
ぬ
き
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
江
戸
時
代

初
期
、
藤
原
慢
窩
に
よ
っ
て
儒
学
が
禅
宗
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
い

わ
れ
る
ま
で
、
す
な
わ
ち
曲
直
瀬
道
三
の
時
代
ま
で
歴
々
か
つ

脈
々
と
続
い
た
。
以
下
、
鎌
倉
～
南
北
朝
期
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク

ス
を
徴
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

栄
西

茶
は
薬
物
と
し
て
渡
来
し
た
。
そ
の
噴
矢
は
最
澄
と
さ
れ
る
が
、

明
庵
栄
西
に
至
っ
て
は
『
喫
茶
養
生
記
」
二
一
二
一
初
槁
、
一
二
一

四
再
編
）
を
著
し
、
前
代
ま
で
の
丹
薬
思
想
に
代
わ
る
新
し
い
仙
薬

と
し
て
の
茶
と
桑
の
効
用
を
説
い
た
。
こ
の
書
は
源
実
朝
の
要
請

に
応
え
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
典
籍
は
「
太

平
御
覧
」
や
『
証
類
本
草
」
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。

弁
円

栄
西
に
遅
れ
る
こ
と
約
五
十
年
に
し
て
入
未
し
た
弁
円
（
円
爾
）

は
、
仁
治
二
年
（
二
一
四
一
）
帰
国
し
た
が
、
そ
の
際
、
多
数
の
耆

籍
を
携
来
し
た
。
こ
の
う
ち
に
は
宋
版
医
書
が
少
か
ら
ず
含
ま
れ

瓢
蕊
溌
韓

錘
迩
歴
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図2「普門院蔵書目録』（東福寺本)医書の部分
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で
書
き
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
弁
円
将
来
書
籍
中
に
は
、
前
述
の
ご
と
く
慶
元
五
年
二
一
九
九
）
建
寧
刊
本
の
校
改
本
で
あ
る
『
太
平
御
覧
」

川
蜀
刊
本
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
大
部
の
中
国
最
新
刊
書
を
弁
円
は
意
欲
的
に
わ
が
国
に
も
た
ら
し
た
。
現
在
中
国
か
ら
出
版
さ
れ
世
上
に

流
布
す
る
『
太
平
御
覧
」
の
底
本
が
弁
円
将
来
の
東
福
寺
所
蔵
本
で
あ
る
こ
と
を
一
つ
想
っ
て
も
、
彼
が
今
も
っ
て
い
か
に
日
中
文
化
交
流

に
貢
献
し
て
い
る
か
、
い
や
が
お
う
で
も
知
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
『
普
門
院
蔵
書
目
録
」
は
正
し
く
は
『
普
門
院
論
章
疏
語

録
儒
書
等
目
録
』
と
い
い
、
京
都
東
福
寺
の
塔
頭
、
普
門
院
の
蔵
書
目
録
で
あ
る
。
大
道
一
以
の
編
で
、
一
以
の
自
筆
本
が
東
福
寺
に
現
存

し
、
そ
こ
に
著
録
さ
れ
る
書
籍
の
多
く
は
、
東
福
寺
の
開
山
で
普
門
院
に
止
住
し
た
弁
円
が
、
宋
か
ら
帰
朝
の
際
に
将
来
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
さ
れ
る
。
医
書
は
総
計
二
八
種
が
載
っ
て
お
り
、
な
る
ほ
ど
宋
版
か
そ
れ
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
害
が
多
い
。
次
の
ご
と
く
で
あ

る
○ 1

図3弁円の将来した宋版「魏氏家蔵方」

（宮内庁書陵部現蔵）巻首

て
い
た
・
霊
日
門
院
蔵
書
目
録
』
（
図
２
）
が
そ
れ
を
示
す

史
料
で
あ
る
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
『
魏
氏
家
蔵

方
」
一
○
巻
（
図
３
）
は
そ
の
遺
品
の
一
つ
で
あ
る
。
同

書
は
南
宋
・
魏
蜆
の
編
著
に
な
る
医
方
書
で
、
宝
慶
三

年
（
三
三
七
）
の
自
序
刊
本
。
弁
円
は
最
新
刊
の
医
書

を
い
ち
早
く
彼
の
地
で
購
得
し
、
持
ち
帰
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
言
は
日
中
現
存
の
唯
一
の
祖
本
で
あ
り
、
弁

円
の
所
業
な
く
し
て
は
今
日
に
伝
わ
り
得
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る
。
弁
円
は
帰
国
後
、
六
十
の
齢
を
越
え
、
往

時
を
想
い
、
こ
の
書
の
巻
一
未
に
正
三
位
知
家
卿
が
作

る
と
こ
ろ
の
歎
齢
既
至
六
旬
余
歌
の
一
首
を
自
ら
の
筆
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「
王
氏
本
草
単
方
十
冊
」
「
十
便
方
八
冊
」
「
大
観
本
草
（
又
一
部
不
具
）
」
「
局
方
一
冊
」
「
活
人
書
二
冊
」
「
易
簡
方
一
冊
」
「
王
叔
和
脈
訣
一

冊
」
「
通
真
子
脈
訣
一
冊
」
「
和
剤
方
五
冊
」
「
図
注
本
草
九
冊
」
「
本
草
節
要
一
冊
」
「
素
問
経
十
冊
（
多
脱
略
）
」
「
明
堂
図
経
二
冊
」
「
本
草
節

文
三
冊
」
「
易
簡
一
冊
」
「
魏
氏
家
蔵
方
六
冊
」
「
指
迷
方
二
冊
」
「
本
事
方
四
冊
」
「
五
臓
秘
旨
一
冊
」
「
枕
中
方
八
冊
」
「
要
穴
抄
一
冊
」
「
薬

抄
一
冊
」
「
明
堂
図
一
巻
」
「
指
迷
方
五
冊
」
「
消
渇
飲
水
方
一
冊
」
「
家
蔵
秘
方
（
散
々
）
」
「
雑
々
方
（
破
了
こ
「
外
境
治
方
二
」
。

宋
か
ら
元
へ

伝
来
経
緯
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
金
沢
文
庫
伝
来
の
宋
版
医
書
『
諸
病
源
候
論
」
「
備
急
千
金
要
方
」
「
外
台
秘
要
方
』
『
太
平
聖
恵
方
』

「
楊
氏
家
蔵
方
」
「
図
注
本
草
」
な
ど
も
禅
僧
の
往
来
あ
る
い
は
日
宋
貿
易
に
よ
っ
て
舶
載
さ
れ
た
も
の
に
相
違
な
い
・

宋
か
ら
の
輸
入
品
は
薬
物
に
関
し
て
は
香
薬
類
や
鉱
物
薬
が
中
心
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
内
服
治
療
用
の
も
の
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
一
方
、
日
本
か
ら
は
水
銀
・
鹿
茸
・
扶
苓
・
真
珠
・
硫
黄
・
螺
頭
ほ
か
が
輸
出
さ
れ
た
。

文
永
の
役
（
一
二
七
四
）
・
弘
安
の
役
（
一
二
八
二
と
二
度
に
わ
た
る
元
冠
は
日
本
を
混
乱
と
恐
怖
に
落
と
し
入
れ
た
。
博
多
の
街
は
焼
土

と
化
し
た
が
、
い
ず
れ
も
台
風
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
こ
と
は
日
本
に
と
っ
て
幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
両
役
の
問
一
二
七
九
年
に
南
宋
は

滅
亡
し
、
蒙
古
は
元
帝
国
と
な
り
、
三
百
年
に
わ
た
る
日
宋
関
係
は
終
わ
っ
た
。

惟
宗
具
俊
と
「
本
草
色
葉
抄
』
「
医
談
抄
」

こ
の
頃
、
最
も
進
歩
的
な
医
家
に
、
宮
廷
医
で
は
あ
り
な
が
ら
、
和
丹
と
は
一
線
を
画
し
た
惟
宗
氏
が
い
る
。
祖
は
讃
岐
国
の
帰
化
氏
族

で
秦
姓
。
元
来
、
明
法
家
で
あ
っ
た
が
、
医
博
士
惟
宗
俊
通
の
家
系
は
数
代
に
わ
た
り
多
く
の
名
医
を
輩
出
し
た
。

（
妬
）

そ
の
一
人
、
惟
宗
具
俊
が
宋
の
滅
亡
直
後
に
著
し
た
書
に
『
本
草
色
葉
抄
』
全
八
巻
が
あ
る
。
本
書
は
か
っ
て
具
俊
が
薬
の
異
名
に
不
暁

な
た
め
自
ら
恥
じ
た
こ
と
を
契
機
に
そ
の
研
讃
を
一
念
発
起
し
、
弘
安
五
年
（
三
一
八
三
七
月
に
起
草
、
同
七
年
二
二
八
四
）
に
完
槁
と
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惟
宗
時
俊
と
『
医
家
千
字
文
注
」
『
続
添
要
穴
集
』

惟
宗
具
俊
に
ご
く
近
い
人
物
に
惟
宗
時
俊
が
い
る
。
時
俊
は
永
仁
元
年
（
一
二
九
三
）
、
医
道
の
要
を
初
学
者
に
示
す
べ
く
周
興
嗣
の
「
千

字
文
」
の
体
式
を
真
似
て
『
医
家
千
字
文
注
』
一
巻
を
著
し
た
。
こ
の
書
に
は
引
用
典
拠
名
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
用
い
ら
れ
た
医
学

（
岬
）

テ
キ
ス
ト
を
知
る
う
え
で
格
好
の
資
料
で
あ
る
。
引
用
文
献
名
を
挙
げ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

（
帽
）

「
医
説
＊
」
「
准
南
子
」
「
活
人
書
＊
」
「
漢
書
」
「
魏
氏
方
＊
」
「
王
函
方
序
」
「
外
台
秘
要
方
△
」
「
後
漢
書
」
「
五
行
大
義
」
「
産
育
保
慶
方
＊
」

「
三
因
方
＊
」
「
三
国
志
」
「
史
記
」
「
周
礼
」
「
証
類
本
草
＊
」
「
針
灸
経
」
「
新
修
本
草
」
「
晋
書
」
「
聖
恵
方
＊
」
「
選
奇
方
」
「
千
金
方
」
「
千

金
翼
方
△
」
「
荘
子
」
「
捜
神
記
」
「
素
問
△
」
「
素
問
新
校
正
＊
」
「
素
問
注
＊
」
「
孫
真
人
養
生
銘
」
「
存
真
図
」
「
孫
価
」
「
大
清
経
」
「
太
素

経
」
「
太
平
御
覧
＊
」
「
太
平
広
記
」
「
帝
範
」
「
桐
君
録
」
「
唐
書
」
「
泊
宅
編
」
「
八
十
一
難
経
」
「
病
源
論
」
「
風
土
記
」
「
抱
朴
子
」
「
北
斉
害
」

「
本
草
」
「
本
草
術
義
＊
」
「
本
草
抄
義
」
「
本
草
新
注
＊
」
「
本
事
方
＊
」
「
脈
経
△
」
「
明
堂
経
」
「
養
生
要
集
」
「
梁
典
」
「
列
子
」
「
録
験
方
」
。

な
っ
た
文
字
ど
お
り
の
本
草
い
ろ
は
順
引
辞
典
で
あ
る
。
基
本
的
典
拠
は
い
う
ま
で
も
な
く
当
時
新
渡
来
の
『
証
類
（
大
観
）
本
草
」
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
『
傷
寒
論
』
か
ら
の
直
接
引
用
と
思
し
き
字
句
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
巻
四
礼
部
に
お
け
る
連
紹
に
対
す

る
注
で
、
「
傷
寒
論
」
を
出
典
と
し
「
連
麹
根
也
」
と
記
す
。
「
宋
版
傷
寒
論
」
に
は
「
連
惣
根
是
」
と
あ
り
、
『
注
解
傷
寒
論
』
に
は
「
連
翅

根
也
」
と
あ
る
。
「
也
」
「
是
」
「
之
」
の
草
体
は
近
い
の
で
転
写
の
際
の
誰
も
皆
無
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
場
合
、
成
無
己
の
『
注
解
傷
寒

論
」
か
ら
の
引
用
と
み
る
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
『
注
解
傷
寒
論
」
は
お
そ
ら
く
宋
の
元
祐
三
年
（
一
○
八
八
）
刊
の
『
傷
寒
論
』
に
依
っ
て
作

ら
れ
た
注
解
書
で
、
金
の
大
定
十
二
年
（
二
七
二
）
初
刊
。
本
書
は
出
版
後
大
好
評
を
博
し
、
本
書
出
現
に
よ
っ
て
原
宋
版
『
傷
寒
論
」
は

す
っ
か
り
影
を
潜
め
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
日
本
初
渡
来
の
「
傷
寒
論
」
が
成
無
己
注
本
だ
っ
た
こ
と
は
む
し
ろ
頷
け
よ
う
。
現
在
の

（
輔
）

と
こ
ろ
こ
れ
が
「
傷
寒
論
」
渡
来
の
上
限
史
料
で
あ
る
。
具
俊
は
『
本
草
色
葉
抄
」
と
前
後
し
て
『
医
談
抄
」
二
巻
を
著
し
て
い
る
が
、
同

書
に
も
『
証
類
本
草
」
ほ
か
未
刊
本
医
書
か
ら
の
影
響
が
う
か
が
え
る
。
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こ
の
う
ち
＊
印
を
付
し
た
の
は
確
実
に
未
刊
本
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
文
献
で
あ
る
（
△
印
は
そ
の
可
能
性
の
高
い
も
の
）
。
お
よ
そ
三

分
の
一
が
宋
刊
本
由
来
の
記
事
で
占
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
医
家
千
字
文
注
」
の
成
立
期
と
当
時
の
世
情
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
う
ち
に
は
元
版
由
来
の
文
献
は
存
在
し
な
い
と
推
定
さ
れ
る
。

惟
宗
時
俊
は
そ
の
後
、
正
安
元
年
（
一
二
九
九
）
に
至
っ
て
『
続
添
要
穴
集
』
（
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
）
と
い
う
経
穴
学
書
を
編
纂
し
た
。
も
と

全
二
巻
一
七
八
篇
よ
り
成
る
が
、
現
存
部
は
上
巻
の
巻
首
よ
り
第
三
十
篇
ま
で
で
あ
る
。
巻
首
の
時
俊
序
に
よ
る
と
、
本
書
は
旧
伝
の
「
要

穴
之
抄
」
（
撰
者
不
詳
。
霊
日
門
院
蔵
書
目
録
」
著
録
の
「
要
穴
妙
一
冊
」
と
同
書
か
）
に
時
俊
が
続
添
し
た
も
の
と
い
い
、
本
文
で
は
旧
本
「
要
穴

之
抄
』
の
文
章
と
続
添
の
文
章
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
『
要
穴
之
抄
」
部
分
に
は
「
耆
婆
針
灸
図
」
「
秦
承
祖
図
」
「
九
虚
図
」
「
明
堂
図
」

「
明
堂
経
」
「
明
堂
灸
経
」
「
耆
婆
方
」
な
ど
唐
紗
巻
子
本
に
基
づ
く
書
を
引
き
、
時
俊
の
続
添
部
に
は
「
聖
恵
方
」
「
外
台
秘
要
方
」
「
王
惟

一
」
「
備
急
要
方
」
「
千
金
翼
方
」
な
ど
未
刊
本
に
基
づ
く
言
が
引
用
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら
惟
宗
氏
の
書
は
、
こ
の
時
期
、
最
先
端
の
医
学
界

に
お
い
て
、
医
学
典
範
が
旧
紗
巻
子
本
か
ら
新
渡
来
宋
刊
本
に
転
換
し
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

梶
原
性
全
と
『
頓
医
抄
」
「
万
安
方
』

鎌
倉
時
代
最
大
の
医
学
全
書
で
あ
る
梶
原
性
全
の
「
頓
医
抄
」
五
○
巻
二
三
○
二
～
四
）
と
『
万
安
方
」
六
二
巻
（
二
一
二
三
～
二
七
）
も

ま
た
拠
る
と
こ
ろ
の
資
料
は
旧
紗
巻
子
本
系
と
新
渡
来
宋
刊
本
系
の
混
交
で
あ
る
が
、
も
は
や
後
者
の
影
響
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に
強
い
。

「
頓
医
抄
」
の
中
心
的
資
料
と
な
っ
た
「
太
平
聖
恵
方
」
は
南
宋
紹
興
十
七
年
二
一
四
七
）
福
建
刊
本
が
使
わ
れ
た
ら
し
い
。
ま
た
『
万

安
方
」
の
中
心
的
資
料
と
な
っ
た
「
聖
済
総
録
」
は
元
大
徳
四
年
二
三
○
○
）
刊
本
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
「
（
宋
版
）
傷
寒
論
」

も
す
で
に
伝
来
し
て
お
り
、
「
万
安
方
」
に
引
用
さ
れ
る
『
傷
寒
論
』
は
確
実
に
林
億
刊
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
は
元

の
著
述
を
含
む
元
刊
医
書
が
複
数
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
風
科
集
験
名
方
」
は
大
徳
十
年
（
一
三
○
六
）

に
版
行
さ
れ
た
医
書
で
、
刊
行
後
わ
ず
か
数
年
に
し
て
日
本
の
医
書
に
引
用
さ
れ
た
事
実
は
、
南
宋
が
亡
ん
だ
の
ち
も
、
引
き
続
き
元
と
交

172(24）



（
棚
）

易
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
「
万
安
方
」
の
引
用
す
る
中
国
害
に
つ
い
て
は
別
槁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

中
国
で
は
北
宋
に
至
り
、
し
ば
ら
く
低
迷
し
た
医
学
文
化
が
再
び
隆
興
し
、
印
刷
技
術
の
進
展
と
あ
い
ま
っ
て
数
多
く
の
医
書
が
刊
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
中
国
医
界
で
は
刊
本
も
し
く
は
そ
れ
に
基
づ
く
写
本
が
主
体
と
な
り
、
唐
抄
に
由
来
す
る
旧
巻
子
本

は
た
ち
ま
ち
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。
一
方
、
日
本
で
は
か
っ
て
の
遣
唐
使
将
来
品
に
由
来
す
る
古
巻
子
本
系
の
医
書
と
、
新
渡
来
の
宋
元

版
系
の
医
書
が
、
半
ば
並
存
し
て
行
わ
れ
た
。
従
来
多
大
な
犠
牲
を
払
っ
て
憧
れ
の
唐
か
ら
得
、
久
し
く
学
ん
で
き
た
医
学
典
籍
は
容
易
に

捨
て
が
た
い
重
み
が
あ
り
、
加
え
て
宋
か
ら
の
新
版
も
依
然
と
し
て
手
軽
で
廉
価
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
旧
来
の
唐
医
学
と
新
渡
来
の
宋

元
医
学
の
共
存
、
こ
れ
が
鎌
倉
～
南
北
朝
の
日
本
医
学
の
最
大
の
特
徴
と
い
え
る
。

平
安
後
期
、
北
宋
の
出
版
医
書
が
た
だ
ち
に
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
強
烈
な
影
響
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本
格
的
な
導
入

は
南
宋
版
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
れ
も
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
当
初
そ
れ
を
担
っ
た
の
は
惟
宗
氏
の
よ
う
な
進
歩
的
な

宮
廷
医
で
、
ま
も
な
く
禅
宗
の
僧
医
の
手
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
。
禅
宗
は
宗
教
の
域
を
越
え
、
学
問
・
芸
術
す
べ
て
を
包
含
し
、
宋
元
文
化

の
機
軸
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
の
渡
海
僧
と
来
日
中
国
僧
ら
に
よ
っ
て
そ
の
文
化
は
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
浸
透
し
て
い
っ
た
。
や
が

有
林
と
『
福
田
方
」

つ
い
で
、
南
北
朝
時
代
を
代
表
す
る
医
書
に
『
福
田
方
』
十
二
巻
（
一
三
六
三
頃
）
が
あ
る
。
著
者
の
有
林
は
京
都
南
禅
寺
に
住
し
た
と
も

伝
え
ら
れ
る
禅
僧
で
あ
り
、
同
書
に
は
漢
よ
り
元
に
至
る
約
一
六
○
種
の
文
献
が
引
用
し
て
あ
る
が
、
過
半
は
新
渡
来
の
宋
元
版
に
由
来
す

（
洲
）

る
医
薬
書
で
あ
る
。
最
新
医
書
で
は
元
の
至
正
三
年
（
一
三
四
三
）
刊
の
『
世
医
得
効
方
」
を
引
用
し
て
お
り
、
こ
の
時
代
も
元
か
ら
も
新
た

な
医
書
の
輸
入
が
続
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

土と
ﾉ1,'三I

五
口

一
三
口
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て
そ
の
土
壌
は
、
遣
唐
使
時
代
と
並
ぶ
、
華
々
し
い
日
明
の
文
化
交
流
の
時
代
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
。

〔
本
稿
は
一
九
九
七
年
九
月
十
一
日
に
米
国
オ
レ
ゴ
ン
大
学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
交
流
基
金
に
よ
る
国
際
学
術
会
議
｛
弓
○
○
房
９
９
］
冒
吊
”
旨
冒
ロ
》

の
目
円
冒
巳
侭
言
巴
》
旨
の
＆
８
盲
目
冒
匝
一
円
目
巴
○
○
昌
胃
厨
宮
同
幽
降
シ
の
園
ゞ
屋
ｇ
‐
勗
呂
尋
で
口
頭
発
表
し
た
研
究
の
日
本
語
原
稿
（
未
発
表
）

の
修
訂
稿
で
あ
る
。
同
学
術
会
議
を
主
宰
さ
れ
た
オ
レ
ゴ
ン
大
学
日
本
中
世
史
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ゴ
ー
ブ
ル
博
士
を
は
じ
め
同
大
学
の
関
係
者
に

は
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。
今
回
の
発
表
に
あ
た
っ
て
は
、
さ
ら
に
東
野
治
之
大
阪
大
学
文
学
部
教
授
の
校
閲
を
受
け
、
斧
正
を
い
た
だ
い
た
。

あ
わ
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
〕

（
５
）
「
宋
史
」
巻
十
一
・
仁
宗

（
６
）
前
注
（
４
）
の
松
木
論
文
。

（
７
）
岡
西
為
人
「
未
以
前
医
詩

（
２
）

（
３
）

（
４
）

〈
文
献
お
よ
び
注
〉

（
１
）
敦
埋
出
の
Ｐ
二
六
七
五
は
写
本
で
あ
る
が
、
巻
首
に
「
新
集
備
急
灸
経
一
巻
京
中
李
家
於
東
市
印
」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
威
通
二
年
歳
次
辛

巳
十
二
月
廿
五
日
衙
前
通
引
並
通
事
舎
人
萢
子
盈
、
陰
陽
氾
景
詞
二
人
写
記
」
と
あ
る
。
字
面
ど
お
り
に
解
せ
ば
、
威
通
二
年
（
八
一
二
）
に

写
さ
れ
た
こ
の
原
本
は
、
長
安
の
東
市
で
印
刷
さ
れ
た
李
氏
の
家
刻
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
『
開
元
広
済
方
」
（
七
二
三
）
が
印
刷
出

版
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
型
の
木
製
看
板
に
墨
書
し
て
路
傍
に
建
て
、
一
般
に
筆
写
さ
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
印
刷
出
版
で

こ
の
場
合
、
「
刊
定
」
は
訂
正
す
る
と
い
う
意
で
刊
行
（
版
刻
）
の
意
味
は
な
い
。
「
鎧
板
」
が
版
刻
の
意
で
あ
る
。

「
源
」
の
字
は
「
玉
海
」
は
「
隙
」
の
字
に
作
る
が
、
「
源
」
の
説
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。

松
木
き
か
「
北
宋
の
医
書
校
訂
に
つ
い
て
」
（
冒
本
中
国
学
会
報
』
第
四
八
集
．
一
九
九
六
）
の
表
一
で
は
、
『
玉
海
』
天
聖
校
定
内
経
素
問
の
項

に
よ
り
、
「
外
台
秘
要
方
』
が
天
聖
五
年
四
月
に
「
令
国
子
監
督
蟇
印
頒
行
」
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
錯
誤
で
、
そ
の
よ
う
な
事
実

岡
西
為
人
「
未
以
前
医
籍
考
」
の
当
該
書
項
よ
り
援
引
。

は
認
め
ら
れ
な
い
。

「
宋
史
」
巻
十
一
・
仁
宗
本
紀
に
も
「
慶
暦
八
年
二
月
癸
酉
、
頒
慶
暦
善
救
方
」
と
あ
る
。

は
な
い
。
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（
８
）
『
宋
史
』
巻
十
二
・

（
９
）
前
注
（
７
）
に
同
じ
。

（
皿
）
陳
捷
・
小
曽
戸
元

（
Ⅱ
）
拙
著
「
中
国
医
学
一

（
吃
）
前
注
（
皿
）
に
同
じ
。

（
喝
）
前
注
（
Ⅱ
）
の
第
一
二

（
皿
）
前
注
（
皿
）
の
第
四
垂

（
喝
）
前
注
（
Ⅲ
）
の
第
四
室

（
略
）
前
注
（
皿
）
の
第
四
一

（
Ⅳ
）
前
注
（
Ⅱ
）
の
第
四
一

（
略
）
前
注
（
Ⅱ
）
の
第
二

（
岨
）
馬
継
興
「
中
医
文
却

（
皿
）

へ

20
…

陳
捷
・
小
曽
戸
「
北
宋
官
刻
医
書
の
民
間
へ
の
流
通
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
四
三
巻
三
号
（
一
九
九
七
）
。

拙
著
「
中
国
医
学
古
典
と
日
本
』
（
塙
言
房
・
一
九
九
六
）
第
三
章
第
一
節
参
照
。

前
注
（
Ⅱ
）
の
第
一
章
参
照
。

前
注
（
Ⅱ
）
の
第
三
章
第
二
節
参
照
。

前
注
（
皿
）
の
第
四
章
第
五
節
参
照
。

前
注
（
Ⅲ
）
の
第
四
章
第
六
節
参
照
。

前
注
（
皿
）
の
第
四
章
第
一
節
参
照
。

前
注
（
Ⅱ
）
の
第
四
章
第
七
節
参
照
。

馬
継
興
「
中
医
文
献
学
」
（
上
海
科
学
技
術
出
版
社
・
一
九
九
○
）
で
は
治
平
四
年
の
刊
刻
と
断
定
す
る
。
高
・
孫
・
林
の
官
職
名
か
ら
す
れ
ば

治
平
四
年
と
い
う
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、
馬
氏
の
断
定
す
る
根
拠
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

前
注
（
４
）
の
松
木
論
文
。
松
木
氏
は
、
「
臣
億
等
～
」
が
嘉
祐
年
間
の
校
正
注
で
、
「
新
校
正
～
」
が
孫
兆
注
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
『
傷
寒
論
』
に
お
け
る
宋
臣
注
は
「
臣
億
等
謹
按
・
・
・
：
．
」
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
孫
奇
と
孫
兆
は
兄
弟
で
、
父
は
孫
用
和
で
あ

る
（
宋
・
部
博
『
河
南
部
氏
聞
見
前
録
』
巻
二
）
。

前
注
（
４
）
の
松
木
論
文
で
は
、
『
素
問
』
の
宋
臣
注
に
関
し
て
、
「
校
正
医
書
局
が
『
霊
枢
』
を
引
用
し
て
校
定
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

当
該
部
分
を
「
甲
乙
経
」
で
確
認
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
と
、
孔
穴
に
つ
い
て
の
記
載
を
ほ
と
ん
ど
「
甲
乙
経
」
に
依
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

同
書
へ
の
校
正
医
書
局
の
信
頼
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
当
時
宋
政
府
に
「
霊
枢
経
」
な
い
し
は
『
針

経
』
の
完
本
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
岡
西
為
人
『
中
国
医
書
本
草
考
」
一
九
七
頁
に
も

指
摘
さ
れ
る
ご
と
く
、
『
素
問
」
調
経
論
篇
第
六
十
二
の
新
校
正
注
に
「
按
今
素
問
注
中
引
針
経
者
多
霊
枢
之
文
、
但
以
霊
枢
今
不
全
、
故
未

・
仁
宗
本
紀
に
も
「
皇
祐
三
年
五
月
乙
亥
、
頒
簡
要
済
衆
方
、
命
州
県
長
史
、
按
方
剤
、
以
救
民
疾
」
と
あ
る
。
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ヘ
訂
１
４
〆

－
３
）

（
兜
）

へへ

3029
……

（
詔
）

（
配
）

（
鴎
）

「
〃
川
を
一

〆
、
〃
含
》

（
妬
）

（
妬
）

（
”
）

友
部
和
弘
・
小
曽
戸
・
真
柳
誠
「
「
霊
枢
」
の
古
版
ｌ
「
針
経
』
の
刊
行
事
実
」
『
日
本
東
洋
医
学
会
誌
」
四
○
巻
四
号
（
一
九
九
○
）
。

拙
槁
「
南
宋
代
の
医
薬
害
（
１
）
～
（
６
）
」
『
現
代
東
洋
医
学
」
九
巻
一
号
～
一
○
巻
二
号
（
一
九
八
八
～
八
九
）
。

『
高
麗
史
』
巻
八
、
世
家
巻
第
八
。
「
文
宗
戊
戌
十
二
月
九
月
己
巳
朔
、
忠
州
牧
進
新
彫
黄
帝
八
十
一
難
経
・
川
玉
集
・
傷
寒
論
・
本
草
括
要
・

小
児
巣
氏
病
源
・
小
児
薬
証
病
源
一
十
八
論
・
張
仲
卿
五
蔵
諭
九
十
九
枚
、
詔
置
秘
閣
」
。

前
注
（
”
）
の
同
巻
。
「
文
宗
己
亥
十
三
年
二
月
甲
戌
、
安
西
都
護
府
使
都
官
員
外
郎
異
善
等
進
新
離
肘
後
方
七
十
三
板
・
疑
獄
集
一
十
板
・
川

玉
集
一
十
板
。
知
京
山
府
事
殿
中
内
給
事
李
成
美
進
新
離
階
書
六
百
八
十
板
、
詔
置
秘
閣
」
。

三
木
栄
「
朝
鮮
医
書
誌
」
（
一
九
七
三
）
一
六
五
～
一
六
八
頁
で
も
、
こ
れ
ら
高
麗
版
医
書
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。

「
階
害
」
は
和
刻
本
（
毎
半
葉
一
○
行
、
行
一
二
字
）
で
は
目
録
を
含
め
一
七
八
四
葉
を
要
し
て
い
る
。
当
該
高
麗
版
は
六
八
○
版
（
一
三
六
○

葉
）
と
い
う
か
ら
、
毎
半
葉
の
字
詰
を
こ
の
程
度
に
見
積
れ
ば
う
ま
く
見
合
う
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
『
肘
後
方
』
は
当
該
高
麗
版
で
は
七
三

板
（
一
四
六
葉
）
と
い
う
。
現
伝
の
万
暦
劉
自
化
本
は
目
録
四
葉
、
本
文
二
七
九
葉
、
こ
の
う
ち
に
は
金
の
楊
用
道
の
附
方
が
都
合
八
二
葉
分

あ
る
か
ら
こ
れ
を
差
し
引
く
と
本
文
一
九
七
葉
で
あ
る
。
「
階
害
」
と
同
じ
く
毎
半
葉
の
字
詰
を
こ
の
程
度
に
見
積
も
れ
ば
合
点
が
ゆ
く
。
三

木
は
前
注
（
調
）
で
「
七
種
の
医
書
の
板
数
が
す
べ
て
で
九
九
板
と
は
理
解
に
苦
し
む
。
し
か
し
て
こ
れ
は
お
そ
ら
く
板
木
が
長
大
型
で
一
板

に
表
二
葉
・
裏
二
葉
に
相
当
す
る
版
型
が
訓
剛
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
来
の
知
見
に
待
つ
。
（
付
記
、
『
疑
獄
集
」
は
李
朝
初
期
刊
本

マ
マ

が
現
存
す
る
。
こ
れ
は
紙
数
四
○
丁
で
あ
る
。
文
宗
己
亥
板
は
一
十
一
板
と
あ
り
、
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
）
」
と
い
う
。
そ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、

『
陪
害
」
六
八
○
板
の
場
合
で
は
二
七
二
○
葉
と
な
り
、
相
当
な
大
字
版
で
な
い
と
こ
れ
ほ
ど
の
葉
数
は
費
せ
な
い
。

い
ま
寛
文
八
年
刊
の
岡
嶋
玄
提
本
を
試
算
の
資
料
と
し
た
。

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
。
こ
れ
は
か
な
り
詰
ま
っ
て
い
て
毎
半
葉
一
四
行
、
行
二
三
字
で
あ
る
。

得
尽
知
也
」
と
あ
る
。
今
後
そ
れ
ら
の
引
用
部
分
に
つ
い
て
の
精
検
に
期
待
し
た
い
。

『
高
麗
史
』
巻
十
、
世
家
巻
第
十
、
宣
宗
辛
未
八
年
六
月
丙
午
条
。

「
続
資
治
通
鑑
長
編
」
巻
四
百
七
十
八
。

「
宋
朝
事
実
類
苑
』
巻
三
十
一
・
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（
狐
）

『
割
１
入
〆

（
４
）

（
妃
）

（
調
）

た
と
え
ば
「
詩
義
音
弁
五
帖
摺
本
」
と
あ
る
の
は
明
ら
か
に
宋
刊
本
で
あ
ろ
う
。

森
鹿
三
「
香
薬
抄
・
薬
種
抄
解
題
」
『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
」
（
八
木
書
店
・
一
九
七
七
）
。

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
室
町
写
の
祖
本
が
唯
一
伝
存
。
同
文
庫
か
ら
の
影
印
本
（
一
九
六
八
）
が
あ
る
。

真
柳
誠
・
小
曽
戸
洋
「
日
本
に
お
け
る
「
傷
寒
論
」
の
渡
来
期
に
つ
い
て
」
『
日
本
東
洋
医
学
会
誌
」
四
○
巻
四
号
二
九
九
○
）
。
た
だ
し
同

発
表
で
は
「
也
」
を
「
是
」
に
誤
読
し
た
。

森
克
己
「
日
宋
貿
易
の
研
究
」
（
国
立
書
院
・
一
九
四
八
）
、
二
八
四
～
二
八
五
頁
。

森
立
之
も
「
枳
園
叢
考
」
で
同
様
に
結
論
し
て
い
る
。
た
だ
、
現
伝
「
太
平
聖
恵
方
」
（
南
宋
版
）
と
、
「
医
心
方
」
の
所
引
文
に
は
字
句
に
異

同
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
森
立
之
は
本
引
用
文
は
北
宋
版
に
拠
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
北
宋
版
渡
来
の
可
能
性
は
、
他
の
宋
版

本
の
渡
来
状
況
か
ら
し
て
も
さ
ほ
ど
高
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

原
文
に
は
「
与
通
事
養
生
要
集
一
巻
、
頗
知
医
道
故
」
と
あ
る
。
『
医
心
方
』
や
『
和
名
類
聚
抄
」
に
引
く
「
養
生
（
性
）
要
集
」
は
お
そ
ら

く
張
湛
の
「
養
生
要
集
」
十
巻
で
あ
ろ
う
か
ら
、
同
一
害
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。

『
台
記
』
康
治
二
年
九
月
二
十
九
日
条
。

中
山
忠
親
「
山
槐
記
』
治
承
三
年
十
二
月
十
六
日
条
。

「
弓
」
の
字
は
、
楊
慎
の
「
転
注
古
音
略
」
に
「
巻
畉
之
巻
」
と
あ
る
。
「
通
憲
入
道
蔵
耆
目
録
」
に
お
い
て
は
、
「
巻
」
は
巻
次
第
（
巻
次
と

巻
子
数
が
同
じ
場
合
も
）
、
「
弓
」
と
は
巻
子
数
、
「
帖
」
と
は
冊
子
数
、
「
畉
」
と
は
巻
子
複
数
を
包
む
廉
子
、
「
結
」
と
は
巻
子
複
数
を
縛
る
紐

「
国
史
大
辞
典
」
（
吉
川
弘
文
館
・

こ
れ
は
『
水
左
記
」
を
主
要
曲
鯆

五
・
一
二
五
六
号
（
一
九
三
八
）
。

森
克
己
「
日
宋
貿
易
の
研
究
」
（

森
立
之
も
「
枳
園
叢
考
』
で
同
痒

『
蘇
東
波
全
集
」
、
東
波
奏
議
巻
十
三
。

木
宮
泰
彦
「
日
華
文
化
交
流
史
』
（
冨
山
房
・
一
九
五
五
）
、
二
五
四
頁
。

「
国
史
大
辞
典
」
（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
八
六
）
寂
照
の
項
に
よ
る
。

こ
れ
は
『
水
左
記
」
を
主
要
典
拠
と
す
る
。
山
崎
佐
「
高
麗
の
需
め
た
る
医
師
派
遣
拒
絶
の
真
相
（
上
）
（
下
こ
『
中
外
医
事
新
報
」
一
二
五

を
い
う
ら
し
い
。
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（
鞭
）
篠
原
孝
市
・
榛
葉
静
江
「
『
医
家
千
字
文
註
」
所
引
書
名
人
名
索
引
」
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
」
第
八
冊
・
解
題
研
究
索
引
（
東
洋
医
学
研
究
会
．

正
し
く
は
「
産
育
宝
慶
集
」
で
あ
ろ
う
。

郭
秀
梅
・
小
曽
戸
洋
・
岡
田
研
吉
「
中
国
医
書
対
「
万
安
方
」
的
影
響
」
『
中
医
薬
雑
誌
』
九
巻
三
号
（
一
九
九
八
）
。

拙
稿
弓
福
田
方
」
組
成
文
献
の
解
析
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
三
巻
一
号
（
一
九
八
七
）
。
な
お
、
「
福
田
方
」
と
著
者
有
林
に
関
し
て
は
近

年
、
佐
々
木
利
和
「
博
物
館
書
目
誌
槁
・
帝
室
本
之
部
・
医
学
館
本
篇
ｌ
「
有
林
福
田
方
』
に
つ
い
て
（
上
）
（
下
）
」
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
」
・
五

一
八
号
（
一
九
九
四
）
・
五
三
三
号
（
一
九
九
五
）
の
興
味
深
い
論
考
が
あ
る
。

（
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）

一
九
八
二
・
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F'●omSc,･ollCopytoSong-YuanBooks:

AspectsoftheReceptionofChineseMedicalWorksinMedievalJapan

bvHiroshiKOSOTO

Since@@Ishimpo''wascompletedin984,Japanesemedicinereacheditsworststagnationperiodfor

aboutacentury.WhatreactivatedJapanesemedicinewastheprintingcultureinChina,whichbegan

toflourishintheNorthemSong.However,JapanwasrelativelydistantformChina,sincetheformer

hadstoppedsendingenvoystothelatterin894,inthelateTallgdynasty.Thus,theNorthernSong

printingculturedidnotimmediatelyhaveadrasticimpactonJapan.JapanandtheSongbecameclose

inthetwelfthcenturyandbecameevencloserduringtheKamakuraperiod.However,inmedieval

Japan,bothhandwrittenscrollcopiesofmedicalworksandprintedSong-Yuanbookswereinusefora

longtime.ThiswasbecausetheJapanesehadmadelotofsacrificeswhentheenvoysobtainedthe

scrollsfromTangChinaandtheyhadbecomeattachedtothem,andalsobecausethebookswerenot

inexpensive・Therefore,eventilltheMuromachiperiod,bothTangmedicineandSong-Yuanmedicine

coexistedinJapan.ThisisthemostimportantcharacteristicofmedievalJapanesemedicine.InChina,

onthecontrary,scrollcopiesdisappearedimmediatelyoncemedicalbooksbegantobeprinted.

PalacedoctorssuchasthosefromtheKoremunefamilyfirstintroducednewmedicinefromtheSong

toJapan,butsoon〃〃Buddhistmonkstookovertheirrole.Zｾ”Buddhismwentbevondtheboundaries

ofreligion,encompassingalltheartsandlearning.ItwasatthethecenteroftheSong-Yuanculture

（
【
師
）

、
』
Ｈ

○
心
一



anditshapedtheJapaneseswordclassculture.TheSong-Yuanculture,introducedbyJapaneseand

Chinesemonks,graduallytookrootsinJapan,andlaterresultedintheneweraofJapan-Mingcultural

exchange,comparabletotheeraofJapaneseenvoystoTangChina.
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）


